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　　　宮古の乾シイタケ出品者４人が全国入賞！ ほか

15　まちの話題
　　　令和５年度宮古市総合防災訓練／防災学習会／「早稲田大学
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18　健康プラザ
　　　小学校入学予定者の健康診断を行います ほか

20　図書館情報
　　　市立図書館10月の特集 ほか

21　各種無料相談／地域おこし協力隊便り
　　　10月の各種無料相談日程／地域おこし協力隊便り

22　情報掲示板
　　　公民館・各市民団体などの催し ほか

24　お知らせ
　　　水道メーターの取り換え作業を行います ほか

26　スタジオから・俳句・お知らせ

27　ふるさと博物館

　　 北上山地民俗資料館の企画展紹介 第26回企画展「失われゆ

　　　く道具や技術〜活動のあゆみと調査記録の報告〜」

28　まちの話題ピックアップ

　　 華麗な手踊り・大迫力の船山車！圧巻のパフォーマンスを

　　　披露

津軽石さんさ踊りでは、小さな踊り手も大活躍！

神風宮古流星海の一糸乱れぬ演舞が観客を魅了しました

山車の上で豪快に太鼓を叩くあばれ太鼓は迫力満点！

10月の市税の納期
　市県民税第３期

　国民健康保険税第４期

10月の夜間・休日の納税相談窓口
【夜間】○期日＝10月12日㈭・26日㈭

　　　 ○時間＝午後５時15分〜８時

【休日】○期日＝10月22日㈰

　　　 ○時間＝午前８時30分〜午後５時

※市役所への出入口は２階の市民交流セン

ター側（東側）のみとします。ほかの出入口

は施錠されていますので、ご注意ください

※市税は、スマートフォン決済アプリおよび

クレジットカードでも納税できます

■問い合わせ　市税務課収納係（☎68−9074）

10月の 納期 10月の 表紙

●撮影日　９月17日

●場　所　あいさつ通り

宮古の秋を彩る
　　　　江刺の舞

　９月16日・17日、第37回みやこ秋

まつりが開催され、たくさんの観客

でにぎわいました。

　駅前広場では、宮古小学校郷土伝

承委員会が小沢獅子踊りを披露する

など、多くの団体が会場を盛り上げ

ました。

　手踊りと船山車パレードには、２

日間で総勢約930人が出演し、宮古

の街を練り歩きました。また、ゲス

トとして、江刺甚句まつりの「42

歳年
としいわいれんおうじんかい

祝連煌仁会」と「25歳年祝連

陽
ひ す い し ん

翠心」が初参加し、みやこ秋まつ

りに華を添えました。
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　　　〜共助型交通が果たす役割〜　　　〜共助型交通が果たす役割〜

特集特集

　本市の公共交通は、三陸鉄道・路線バス・タクシー・ＪＲ山田線が中心となり、　本市の公共交通は、三陸鉄道・路線バス・タクシー・ＪＲ山田線が中心となり、

市民の日常生活における移動手段として活躍しています。市民の日常生活における移動手段として活躍しています。

　しかし、人口減少や少子高齢化などの影響で利用者は年々減少し、公共交通の存　しかし、人口減少や少子高齢化などの影響で利用者は年々減少し、公共交通の存

続そのものが危ぶまれています。続そのものが危ぶまれています。

　本市では、地域の移動手段を確保する取り組みの一つとして、住民が主体となり　本市では、地域の移動手段を確保する取り組みの一つとして、住民が主体となり

運行する“共助型交通”を導入している地域があります。運行する“共助型交通”を導入している地域があります。

　この特集では、本市の公共交通の現状を市民の皆さんと共有し“共助型交通”に　この特集では、本市の公共交通の現状を市民の皆さんと共有し“共助型交通”に

スポットを当て、公共交通の未来を考えます。スポットを当て、公共交通の未来を考えます。

地域から公共交通がなくなる！地域から公共交通がなくなる！
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公
共
交
通
の
存
続
問
題
は
待
っ
た
な
し
！

公
共
交
通
は

必
須
の
移
動
手
段

　

週
１
回
、
通
院
に
バ
ス
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
す
で
に
免
許
を
返
納
し
て
い

る
の
で
、
生
活
の
大
事
な
足
で
す
。

　

今
ま
で
自
転
車
通
勤
で
し
た
が
、
運

転
が
怖
く
な
り
、
バ
ス
通
勤
に
し
ま
し

た
。
自
宅
か
ら
も
職
場
か
ら
も
バ
ス
停

が
近
い
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

週
２
回
、通
院
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

１
人
暮
ら
し
で
車
も
無
く
、
バ
ス
が
あ

る
お
か
げ
で
通
院
で
き
て
い
ま
す
。
な

く
な
っ
た
ら
、病
院
に
も
行
け
ま
せ
ん
。

　
本
市
の
公
共
交
通
は
、
市
民
の
日
常
生
活
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
移
動
手
段
で
、
地
域
内
・
地
域
間

交
流
を
促
進
す
る
上
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
利
用
者
の
減
少
の
み
な
ら
ず
、
交
通
事

業
者
へ
の
補
助
に
よ
る
市
の
財
政
負
担
額
も
増
加
し

続
け
て
お
り
、
い
か
に
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
そ

の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
通
院
や
通
勤
な
ど
、
日
常
生
活
の
移

動
手
段
と
し
て
公
共
交
通
が
必
要
な
方

は
多
く
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
方
に
宮
古

駅
前
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
皆
さ
ん
、
公

共
交
通
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

上
段
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
30
年
の
数
値
を
１
０
０
％
と
見
た
時
の
乗

車
人
数
の
推
移
で
、
下
段
の
グ
ラ
フ
は
、
本
市
の
財
政
負
担
額
の
推
移

で
す
。
沿
線
の
人
口
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
な
ど
の
影
響
で
、
公
共
交
通
の
利
用
者
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
減
少
に
伴
い
交
通
事
業
者
の
経
営
も
厳
し
さ
を
増
し
、
公

共
交
通
に
対
す
る
本
市
の
財
政
負
担
額
は
、
５
年
間
で
約
１
・
３
倍
と

な
り
、
金
額
に
す
る
と
約
７
千
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
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R4R3R2R1H30

319,206

289,135

269,191

260,683245,144

240,000

250,000

260,000

270,000

280,000

290,000

300,000

310,000

320,000
 令和４年度

 市民一人あたり

約6,500円の負担！

※三陸鉄道は全線、バス・タクシーは市内全域、ＪＲは宮古駅の年間乗車人
数を基に算出

宮古・釜石間がＪＲ山田線から
三陸鉄道に移管された年

■公共交通の乗車人数比率（平成30年度比）

■鉄道・バス交通に対する本市の財政負担額

利用者は減少。
財政負担は増加！！
このままでは公共交通を
支えられなくなる恐れも…

60
代
女
性
（
津
軽
石
在
住
）

70
代
女
性
（
西
町
在
住
）

80
代
女
性
（
田
老
在
住
）

本
市
を
支
え
る
公
共
交
通
の
現
状
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地
域
住
民
の
移
動
を
支
え
る

　
　“
共
助
型
交
通
”
と
は

移動手段の確保へ

“広い市域がつながる”公共交通の実現を

　

運
行
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
な
ど
に

よ
り
、
中
山
間
地
域
や
郊
外
で
は

住
民
の
移
動
手
段
が
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

〝
共
助
型
交
通
〟
は
、
移
動
手

段
に
困
る
住
民
を
助
け
、
地
域
の

持
続
可
能
な
生
活
交
通
手
段
の
確

保
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

既
存
の
公
共
交
通
を
利
用
し
た

い
住
民
を
最
寄
り
の
駅
や
バ
ス
停

ま
で
送
迎
す
る
な
ど
、
そ
の
補
完

を
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
市
内
ま
で
の
移
動
手

段
が
無
い
住
民
を
、
運
転
手
登
録

し
て
い
る
住
民
が
目
的
地
ま
で
送

り
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
住
民
同
士
の
交
流
が
生
ま
れ
る

き
っ
か
け
に
な
る

▽
柔
軟
な
運
行
が
可
能

▽
乗
り
慣
れ
た
自
家
用
車
で
運
行

で
き
る

▽
１
種
免
許
で
も
講
習
を
受
け
る

こ
と
で
運
転
手
に
な
れ
る

　
皆
さ
ん
は
〝
共
助
型
交
通
〟
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
こ
れ
は
、
地
域
や
集
落
の
住

民
が
運
転
手
に
な
る
な
ど
、
住
民
が
主
体
と
な
り
互
い
に
助
け
合
っ
て
運
行
さ
れ
る

交
通
手
段
の
こ
と
で
す
。

　
こ
こ
で
は
〝
共
助
型
交
通
〟
の
目
的
や
そ
の
役
割
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

特集　みんなで支える公共交通〜共助型交通が果たす役割〜

持
続
可
能
な
生
活
交
通
の

手
段
を
確
保

○公共交通の人口カバー率は96.1％

○地域の輸送資源を総動員し、移動手段の確保を

さ
ま
ざ
ま
な
運
行
方
法
で

既
存
の
公
共
交
通
を
補
完

〝
共
助
型
交
通
〟
の

　
　
　
メ
リ
ッ
ト
と
は

地域住民が
利用依頼

ドライバーがお迎え

その車に乗って移動

既存の公共交通へ接続
（バス停・駅などまで送りとどける）

共助型交通のイメージ

地域の交流会
などへの送迎

１ ２

３ ４

　公共交通空白地のみならず公共交通カバー圏に居住する人の中にも、運行ダイヤや地形的な要因で

公共交通にアクセスしにくい住民がいることから、潜在的には３. ９％以上の住民が公共交通を利用し

にくい状況であることが考えられます。移動手段の確保のため、地域内輸送や既存の公共交通への接

続を図ることを目的とした“共助型交通”と呼ばれる取り組みが、本市でも始まっています。

　本市は、面積が広く沿岸から内陸まで人口が分散しています。現在、本市における公共交通の人口

カバー率は96.1％であり、公共交通空白地（※）にいる住民の割合は３.９％です。

※公共交通空白地＝バス停や鉄道駅、地域バスなどが一定の距離内に存在しない地域
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〝
共
助
型
交
通
〟
先
進
地
に
学
ぶ

　
　
地
域
の
交
通
弱
者
を
助
け
た
い

　
人
口
約
１
３
０
０
人
と
小
さ
な
地
域
で
あ
る
、北
上
市
口

く
ち
な
い
ち
ょ
う

内
町
。
平
成
22
年
か
ら
〝
共

助
型
交
通
〟
を
導
入
し
て
い
る
、
県
内
で
も
有
数
の
先
進
地
で
す
。

　
利
用
者
か
ら
の
評
判
を
呼
び
、
地
域
へ
順
調
に
広
ま
っ
て
い
る
〝
共
助
型
交
通
〟
の

事
例
か
ら
、本
市
に
お
け
る
〝
共
助
型
交
通
〟
の
将
来
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。

声
を
何
と
か
し
た
い
と
、
平
成
20
年
に

自
治
協
議
会
が
社
会
実
験
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
運
営
組
織
と
し
て
同
法
人

が
設
立
さ
れ
、
関
係
機
関
と
調
整
を
し

平
成
22
年
７
月
に
導
入
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
は
自
分
た
ち
で
移
動
手
段
を

確
保
し
な
け
れ
ば
と
い
う
議
論
が
す
で

に
あ
っ
た
の
で
〝
自
分
た
ち
で
行
動
を

起
こ
そ
う
〟
と
、
す
ぐ
に
動
き
出
し
ま

し
た
。
導
入
時
に
は
、
口
内
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
に
チ
ラ
シ
を
折
り
込

み
、
全
世
帯
に
周
知
し
ま
し
た
。

　

導
入
後
は
、
順
調
に
利
用
率
・
利
用

者
が
増
え
、
直
接
感
謝
の
言
葉
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
以
前
よ
り
も

移
動
手
段
が
不
便
に
な
ら
ず
〝
現
状
維

持
〟
で
き
て
い
る
こ
と
が
一
番
の
成
果

だ
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
に
住
み
続
け
る
た
め
に
、
移
動

手
段
は
必
須
で
す
。
そ
れ
を
維
持
す
る

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
い
う
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

導
入
以
前
は
、
２
路
線
で
路
線
バ

ス
が
１
日
６
便
走
っ
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
減
便
・
短
縮
さ
れ
、
住
民
か
ら

〝
移
動
手
段
の
確
保
を
〟
と
強
い
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
住
民
の
〝
困
っ
た
〟

〝
以
前
よ
り
不
便
に
な
ら
な
い
〟

こ
れ
が
一
番
の
成
果

利
用
者
は
年
々
増
加

外
出
し
た
い
気
持
ち
に
応
え
る

課
題
は
あ
る
が
〝
で
き
る
こ
と

か
ら
や
っ
て
み
る
〟

同法人が所有している車両。運行車両は、こ
の他にも８台あり、計９台が稼働しています

運転手の自家用車も使って運行しています

ＮＰＯ法人くちない

理事長

今野 信男さん（72）

　自身も運転手とし

て活躍中。現在は“共

助型交通”の運営の

ほか、生活支援やス

クールバスの運行な

どさまざまな事業を

展開している。

　

町
内
で
の
移
動
や
通
院
利
用
者
な
ど

か
ら
好
評
で
、
徐
々
に
口
コ
ミ
で
評
判

が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
利
用
す
る

場
合
は
、
世
帯
会
員
と
し
て
登
録
し
て

も
ら
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
登
録
世

帯
数
は
45
世
帯
と
町
内
の
１
割
ほ
ど
で

す
が
、
年
間
利
用
者
数
は
１
５
２
３
人

に
上
り
ま
す
。
こ
れ
は
町
内
の
人
口
を

超
え
る
数
な
の
で
、
リ
ピ
ー
ト
率
が
と

て
も
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

事
前
予
約
が
基
本
で
す
が
、
現
在
は

当
日
予
約
に
も
で
き
る
限
り
対
応
し
て

い
ま
す
。
温
か
い
か
ら
、
天
気
が
良
い

か
ら
外
出
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
抑

え
て
ほ
し
く
な
い
か
ら
で
す
。

　

順
調
に
地
域
に
浸
透
し
て
い
る
の

で
、
質
を
落
と
さ
ず
今
後
も
長
く
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
運
転
手
の
確
保
で
す
。
現

在
10
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
次
世

代
の
運
転
手
の
確
保
が
問
題
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
利
用
者
の
絶
対
数
が
減

少
す
る
中
、
運
行
体
制
や
資
金
面
を
ど

う
維
持
し
て
い
く
か
で
す
。
今
後
は
こ

の
２
つ
の
課
題
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い

く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
〝
で

き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
る
〟
こ
と
が

大
切
で
す
。
で
き
る
、
で
き
な
い
の
議

論
ば
か
り
で
は
先
に
進
み
ま
せ
ん
。
や

り
始
め
て
か
ら
軌
道
修
正
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
見
て

い
る
人
が
必
ず
い
ま
す
。
第
一
歩
目
を

踏
み
出
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
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　地域住民にとっての持続可能な移動手段の確保。この課題は本市も例外ではありません。

　ここでは“共助型交通”を導入し、地域住民の互助によってその手段の確保に取り組んでいる門馬

地区（令和４年５月スタート）と田代地区（今年３月スタート）の取り組みを紹介します。

　導入前は106急行バスが地区内の各バス停に

停まっていましたが、その減便が決まったこと

が導入のきっかけです。有志で何回も集まって

協議を重ね、門馬地域送迎チームを立ち上げま

した。現在、運転手を含め35人の利用登録があ

り、無料で地域内での送迎を行っています。

　導入後はチームスタッフや他地区住民同士の

つながりが一層強くなりました。地区の交流会

に参加する住民も増え、地域が活気づいてきた

と実感しています。“まずは皆でやってみる”。

この気持ちが地域を盛り上げていく秘訣です。

　以前から路線バスの便数が少なく高齢化も進

み、移動手段に不安を抱えていました。そんな

時、宮城県石巻市で導入されているカーシェア

リングの話を耳にし、視察や試行を重ね導入し

ました。「移動中の会話が楽しい」という声や、

月１回の交流会“お茶っこ”も恒例となり、地

域コミュニティのつながりが強くなりました。

　“自分たちでできることはやる”。徐々に地域

に利用者の輪を広げながら、住民の移動の不安

を解消し、皆で明るい地域づくりに取り組んで

いきたいです。

　お話を聞かせていただいたのは、去
さりいし

石ヤエさ

ん（87）と去
さ り い し す み こ

石澄子さん（86）。

　ヤエさんは「毎月の交流会が楽しみ。送迎し

ていただいて、とても助かっています」と話し、

澄子さんは「本当にありがたい。生活になくて

はならないものです」と感謝します。

　お話を聞かせていただいたのは、刈屋美知子

さん（73）と村上順子さん（75）。

　刈屋さんは「ゆったりとした気分で楽しく移

動できることが魅力です」と話し、村上さんは

「重い荷物があっても玄関先まで送り届けてく

れます」とそのありがたみを実感しています。

市内でも進む “共助型交通”

◆ “やってみよう”。住民有志で送迎チームを立ち上げ〜門馬地区〜

◆住民同士が一緒に。カーシェアで移動中も楽しく〜田代地区〜

【写真左】門馬

地域自治振興協

議会・会長

井畑 克雄さん

（76）

【写真右】門馬地

域送迎チーム・

チーム長

去
さりいし

石 徹さん（63）

田代カーシェ

ア 会・ 会 長　

田
たがしら

頭 久雄さん

（72）

特集　みんなで支える公共交通〜共助型交通が果たす役割〜

ヤエさん（写真手前）は住民同士の交流会に参加するため
に、澄子さん（写真奥）は盛岡への通院に利用しています

写真手前が刈屋美知子さん。写真奥が村上順子さん。お二
人は、田代カーシェア会の一員でもあります

【利用者の声】

【利用者の声】



事
業
者
に
聞
く

  
地
域
を
支
え
る
公
共
交
通
を
ど
う
守
る

2023.10.1 ❽広
報

　

公
共
交
通
の
利
用
者
は
、
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
な
ど
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
流
行
に
よ
り
大
き
く
減
少
し
て
い
ま

す
。
５
類
移
行
後
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
数

字
に
は
回
復
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
要
因
分

析
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
経
営
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
こ
そ
〝
公
共
交
通
の
存
在
意
義
〟
を
示

す
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
や
企
画
乗
車
券
の
販
売
な
ど

を
通
じ
、
多
く
の
方
に
公
共
交
通
を
利
用

い
た
だ
き「
公
共
交
通
は
利
用
し
や
す
く
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
」
だ
と
感
じ
て

も
ら
え
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
共
交
通
利
用
の
敷
居
を
少
し
で

も
低
く
す
る
こ
と
も
狙
い
の
一
つ
で
す
。

　

や
は
り
、
公
共
交
通
を
守
る
一
番
の
方

法
は
〝
利
用
す
る
こ
と
〟
で
す
。
そ
の
点

で〝
共
助
型
交
通
〟
は
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
公
共
交
通
空
白
地
を

埋
め
な
が
ら
既
存
の
公
共
交
通
と
接
続
さ

せ
る
こ
と
で
、
そ
の
維
持
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
住
民
の
生
活
の
利
便
性
を
高
め
、

よ
り
広
い
地
域
に
浸
透
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
本
市
の
公
共
交
通
の
利
用
者

も
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

地
域
を
支
え
る
公
共
交
通
を
守
る
た
め

に
は
、
協
力
も
不
可
欠
で
す
。
住
民
・
事

業
者
・
市
が
互
い
に
連
携
す
る
必
要
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
を
積
極
的
に
利
用
し
〝
み
ん

な
で
〟
支
え
て
い
く
姿
勢
を
大
切
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

〝
共
助
型
交
通
〟
の
運
行
を
市
が
支
援

利
用
す
る
こ
と
が
一
番
の
特
効
薬

宮
古
市
地
域
共
助
型
交
通
運
行
支
援
補
助
金

　

〝
共
助
型
交
通
〟
は
、
そ
の
高
い
利
便
性
に
よ
っ
て
住
民
の
生
活
を
よ
り
快
適
に
し
、

幹
線
の
公
共
交
通
の
利
用
者
を
増
や
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
の
幹
線
交
通
す
ら
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
地
域
を
支
え
る
公
共

交
通
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

〝
共
助
型
交
通
〟
は
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
運
行
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

住
民
だ
け
で
の
運
営
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
そ
の
運
行
に
係
る
経
費
を
補
助
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
活
用

を
検
討
さ
れ
る
場
合
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

岩手県北自動車株式会社 宮古営業所
所長・佐々木隆文さん（57）

補
助
対
象
者

補
助
上
限
額

申
請
方
法

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

補
助
率

補
助
対
象
経
費

実
施
主
体
と
な
る
地
域
住
民
組
織

※
会
則
や
規
約
な
ど
を
作
成
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す

■
初
年
度
＝
50
万
円

■
２
年
目
＝
40
万
円

■
３
年
目
以
降
＝
25
万
円

交
付
申
請
書
と
必
要
書
類
を
提
出

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い

市
公
共
交
通
推
進
課
（
市
役
所
４
階
、

☎
�
９
１
３
４
）

■
初
年
度
＝
10
分
の
10

■
２
年
目
＝
４
分
の
３

■
３
年
目
以
降
＝
２
分
の
１

▽
車
両
リ
ー
ス
料

▽
車
両
修
繕
料
・
登
録
料
（
個
人
が
所

有
す
る
車
両
は
対
象
外
で
す
）

▽
車
両
保
険
料

▽
運
行
に
必
要
な
講
習
会
の
受
講
料

▽
法
令
順
守
用
消
耗
品
費
（
ア
ル
コ
ー

ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
、
車
両
表
示
マ
グ
ネ
ッ

ト
な
ど
）

※
ガ
ソ
リ
ン
代
や
人
件
費
な
ど
は
補
助

対
象
外
で
す

【
公
共
交
通
ま
つ
り
を
開
催
！
】

■
期
日　

10
月
14
日
㈯

■
内
容　

路
線
バ
ス
乗
車
体
験
、
屋

台
・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー 

な
ど

　

詳
し
く
は
、
本
号
22
㌻
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
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地
域
全
体
で
公
共
交
通
を
支
え
て
い
く
意
識
が
大
切

宮古市地域公共交通会議委員

福島大学経済経営学類准教授

　地域を支える公共交通である

“共助型交通”。

　ここでは、地域交通政策や、住

民組織が運営する地域公共交通に

関する研究などを行っている、福

島大学の村上早紀子准教授に“共

助型交通”の重要性や、地域交通

の将来についてお聞きしました。

特集　みんなで支える公共交通〜共助型交通が果たす役割〜

村上　早
さ

紀
き

子
こ

准教授（34）

幹
線
交
通
へ
の
接
続
が
円
滑
に

〝
共
助
型
交
通
〟
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
強
く
す
る

住
民
主
体
の
メ
リ
ッ
ト
は

安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境

利
用
す
る
人
も
し
な
い
人
も

皆
で
支
え
て
い
く
こ
と

　

〝
共
助
型
交
通
〟
が
移
動
手
段
と
し

て
確
立
し
て
い
る
こ
と
で
幹
線
交
通
へ

の
接
続
が
上
手
く
い
き
、
そ
れ
ら
の
維

持
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
例
え
る
と
、

既
存
の
幹
線
交
通
と
〝
共
助
型
交
通
〟

の
関
係
性
は
〝
枝
〟
と
〝
葉
〟
だ
と
思

い
ま
す
。
葉
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い

と
、
枝
ま
で
た
ど
り
着
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
免
許
の
返
納
を
考
え
る
方
に

と
っ
て
は
、
そ
の
後
の
移
動
手
段
に
な

り
ま
す
。
無
理
し
て
車
を
持
た
な
く
て

も
、
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
な
ど
の
た

め
に
移
動
し
や
す
い
環
境
を
提
供
し
、

安
心
し
て
移
動
・
生
活
が
で
き
る
地
域

を
実
現
す
る
た
め
に
と
て
も
重
要
で
、

地
域
内
移
動
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

　

宮
古
市
の
門
馬
地
区
や
田
代
地
区
の

よ
う
に
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
多
い

地
域
で
は
、
お
友
達
の
家
や
住
民
の
交

流
会
に
行
く
時
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と

で
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
深
ま
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
同
士
が
一
緒
に
利
用
す

る
と
、
移
動
先
で
の
交
流
の
み
な
ら
ず

移
動
中
も
交
流
が
で
き
ま
す
。
何
気
な

い
会
話
な
ど
も
住
民
に
と
っ
て
は
大
切

な
交
流
の
機
会
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
他
の
住
民
と
直
接

会
っ
て
会
話
を
す
る
こ
と
で
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
は
確
実
に
深

く
・
強
く
な
り
ま
す
。

　

〝
共
助
型
交
通
〟
は
、
顔
見
知
り
の

住
民
同
士
で
取
り
組
む
こ
と
で
運
営
側

に
安
心
感
や
一
体
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
運
転
手
も
住
民
で
す
。
利
用

者
を
第
一
に
考
え
た
運
転
や
対
応
を
心

が
け
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

〝
共
助
型
交
通
〟
が
上
手
く
続
い
て

い
る
地
区
の
共
通
点
は
、
頑
張
り
す
ぎ

ず
自
分
た
ち
が
で
き
る
範
囲
で
楽
し
く

や
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
事
業
者
と
の
調
整
な
ど
、

住
民
だ
け
で
行
う
に
は
限
界
が
あ
る
こ

と
も
多
い
で
す
。
行
政
の
支
援
が
無
い

と
立
ち
上
げ
も
継
続
も
難
し
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
行
政
が
住
民
を
し
っ
か
り

と
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
住
民
と
行
政
と
が
信
頼
関

係
を
築
き
、
お
互
い
が
苦
手
な
こ
と
を

補
い
合
う
関
係
性
が
理
想
的
で
す
。

　

利
用
す
る
人
も
し
な
い
人
も
一
緒
に

な
っ
て
地
域
を
支
え
て
い
く
意
識
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

皆
で
つ
く
る 

皆
が

つ
な
が
る
公
共
交
通

　

本
特
集
で
は
〝
自
分
た
ち
が
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
〟
と
、
住
民
主
体

の
〝
共
助
型
交
通
〟
を
導
入
し
地
域
の

移
動
手
段
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
、
門
馬
地
区
、
田
代
地

区
、北
上
市
口
内
町
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

公
共
交
通
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で

利
用
者
が
減
少
を
続
け
、
将
来
的
な
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
皆

さ
ん
の
貴
重
な
移
動
手
段
で
あ
り
、
安

心
し
た
生
活
を
支
え
る
柱
で
す
。
公
共

交
通
が
な
く
な
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
皆
さ
ん
の
住
む
地
域
か
ら
公

共
交
通
が
な
く
な
っ
た
と
し
た
ら
、
そ

れ
が
生
活
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
は

ず
で
す
。

　

〝
共
助
型
交
通
〟
は
、
既
存
の
幹
線

交
通
と
の
接
続
を
補
完
す
る
こ
と
で
双

方
の
利
便
性
を
高
め
、
そ
の
維
持
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

公
共
交
通
を
存
続
さ
せ
る
に
は
〝
利

用
す
る
こ
と
〟
が
重
要
で
す
。
本
特
集

を
通
し
て
、
本
市
全
体
、
そ
し
て
地
域

の
移
動
手
段
の
確
保
と
い
う
課
題
に
目

を
向
け
、
皆
で
そ
の
将
来
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
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宮古サーモン・ハーフマラソン大会に係る交通規制宮古サーモン・ハーフマラソン大会に係る交通規制
　大会当日に交通規制を行います。皆様のご理解とご協力をお願いします。

■規制日時　11月12日㈰午前８時40分〜正午

■規制区間　下図のとおり

■問い合わせ　宮古サーモン・ハーフマラソン大会実行委員会（市体育協会内、☎62-6000）

大会会場付近（宮古地区合同庁舎と宮古消防署の間）は通り抜けできません。

国道45号のうみどり公園前から市街地（中央通交差点）方面は、現場の指示・誘導に従ってください。

宮古地区合同庁舎（五月町）〜駅前交差点〜中央通り交差点のコース区間は、午前８時40分から正午
まで全面通行止めです。

河南一丁目〜金浜は午前９時20分
から正午まで全面通行止めです。

宮古大橋〜磯鶏は、西側２車線を
コースに使用します。

磯鶏石崎交差点〜磯鶏橋〜実田〜
河南橋は午前９時20分から正午ま
で全面通行止めです。

国道45号から宮古橋方面へは、午
前８時40分から正午まで進入禁止
です。

金浜から稲荷橋は午前９時
40分から午前11時10分まで
片側交互通行です。

稲荷橋から白浜は、午前９時20分から
午前10時40分まで全面通行止めです。

宮古南ICは午前９時40分
から午前11時10分まで乗
り降りできません。 至白浜

宮古南ICは午前９時40分から午前
11時10分まで乗り降りできません。

⑥20.0km地点

⑤15.0km地点

①スタート

宮古地区合同庁舎（五月町）〜駅前交差点〜中央通交差点のコース区間は、午前８時40分から正午まで全面通行止め
です。
国道45号のうみどり公園前から市街地（中央通交差点）方面は、現場の指示・誘導に従ってください。
大会会場付近（宮古地区合同庁舎と宮古消防署の間）は午前８時〜午後１時まで通り抜けできません。

宮古大橋〜磯鶏は、西側２車線をコース
に使用します。
国道45号から宮古橋方面へは、午前８時
40分から正午まで進入禁止です。

稲荷橋から白浜は、午前９時20分から午前10
時40分まで全面通行止めです。ハーフの部スタート

15.0km地点

20.0km地点

金浜から稲荷橋は午前９時40分
から午前11時10分まで片側交互
通行です。

宮古中央ICから宮古西道路宮古港ICは、
午前９時10分から正午まで乗り降りでき
ません。

磯鶏石崎交差点〜磯鶏橋〜実田〜河南橋
は午前９時20分から正午まで全面通行止
めです。

ー
⊗

⊗
⊗
⊗
⊗

⊗
⊗

⊗⊗

⊗
⊗

⊗

⊗

⊗
⊗

⊗⊗
⊗⊗

⊗

⊗

⊗⊗⊗
⊗
⊗

⊗

宮古南ICは午前９時40分から午
前11時10分まで乗り降りできま
せん。

河南一丁目〜金浜は午前９時20分から正
午まで全面通行止めです。

宮古消防署

宮古第一病院

宮古運動公園

磯鶏駅

旧市役所

一方通行

通行止め

コース区間

←　

宮古郵便局

交通規制板配置図
大会会場 ⊗

⊗
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本
格
的
な
冬
の
到
来
前
に
！

　   
灯
油
購
入
費
な
ど
の
一
部
を
助
成

　

高
齢
者
世
帯
・
障
が
い
者
世
帯
・
ひ

と
り
親
世
帯
の
う
ち
、
市
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
世
帯
ま
た
は
生
活
保
護

受
給
世
帯
を
対
象
に
、
灯
油
・
電
気
・

ガ
ス
な
ど
の
光
熱
費
や
生
活
用
品
購
入

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

次
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
は
、
令
和

６
年
１
月
５
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

助
成
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
世

帯
に
は
、
申
請
用
紙
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
保
護
受
給
世
帯
は
、
申
請
は
不

要
で
す
。

■
対
象

　
次
の
1
～
3
の
全
て
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
世
帯

1
住
所
要
件　

９
月
１
日
時
点
で
、
本

市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
世
帯

2
所
得
要
件　

令
和
５
年
度
の
市
民
税

が
非
課
税
の
世
帯

※
世
帯
の
中
に
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
人
が
い
る
場
合
は
、
助
成
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん

3
世
帯
要
件　

次
の
❶
～
❹
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
世
帯

❶
高
齢
者
世
帯
（
65
歳
以
上
の
人
の
み

が
い
る
世
帯
）

❷
障
が
い
者
世
帯

❸
ひ
と
り
親
世
帯　

❹
生
活
保
護
受
給
世
帯

※
助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
世
帯
の
要
件
な
ど
、

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
ご

確
認
く
だ
さ
い

■
助
成
額　

一
世
帯
当
た
り
６
千
円

※
世
帯
員
名
義
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま

す■
申
請
期
限　

令
和
６
年
１
月
５
日
㈮

■
申
請
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
申
請

①
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返

信
用
封
筒
で
郵
送

②
申
請
書
お
よ
び
用
意
す
る
物
を
市
福

祉
課
（
市
役
所
１
階
）
・
市
介
護
保
険

課
（
市
役
所
１
階
）・
各
総
合
事
務
所
・

各
出
張
所
に
持
参

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

■
用
意
す
る
物　

世
帯
員
名
義
の
預
金

通
帳
、
令
和
５
年
度
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（
令
和
５
年
１
月
２
日
以
降
に
本
市
に

転
入
し
た
人
）

■
問
い
合
わ
せ　

市
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
☎
�
９
０
８
２
）

【県知事選挙】　

　任期満了に伴う県知事選挙は８月17日に告示さ

れ、２人が立候補。９月３日に投票が行われ、同日

午後８時10分から市民総合体育館で即日開票されま

した。開票の結果、達増拓也氏が当選しました【下

表】。本市の投票率は、54.36％ (前回47.35％ )でし

た。

【県議会議員選挙】　

　県議会議員選挙は８月25日に告示され、宮古選挙

区（宮古市・山田町・岩泉町・田野畑村・普代村）

は定数３人のところ３人が立候補。畠山茂氏、城内

愛彦氏、佐々木宣和氏の３人が無投票当選となりま

した。

《共通》

■問い合わせ　市選挙管理委員会（☎68-9123）

候補者氏名
（敬称略）

得票数
宮古市 岩手県

当選 たっそ　拓也 12,434 336,502

千葉　じゅんこ 9,909 232,115

宮古市生涯学習県知事選挙・
市民のつどい開催！県議会議員選挙の結果

　市民の皆さまを対象とした講演会を開催

します（参加無料）。

■日時　10月28日㈯午後２時～４時

■場所　市民交流センター２階多目的ホー

ル（市役所１階でパブリックビューイング

を開催）

■講演　「異彩を、放て。」

■講師　矢野智美（株式会社ヘラルボニー

岩手コミュニティマネージャー）

■対象／定員　市民／ 130人（申し込み不

要）

■その他　託児、

手話通訳、要約筆

記、磁気ループ機

器をご希望の人は、

10月23日㈪までに

問い合せ先へご連

絡ください

■問い合わせ　市

生涯学習課社会教

育係（☎68-9119） 講師の矢野智美さん
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　８月に着手した工事です。

　工事の入札契約の状況は市のホームペー

ジ（Bhttps://www.city.miyako.iwate.jp/index/

jigyosya/sieikensetukouji_kekka.html）で

も公表しています。

■問い合わせ　市契約管財課（☎68−9070）

市営建設工事の発注状況のお知らせ（８月着工分）

工事名 場所 工事期間
契約金額

(円)
請負者

工事
担当課

蛸の浜漁港機能保全（橋梁補修）工事 鍬ヶ崎第６地割 Ｒ5.8.4 ～Ｒ6.2.13 11,869,000㈲大喜建設 水産課

宮古市赤前地区他津波避難誘導標識設置工事赤前ほか Ｒ5.8.4 ～Ｒ5.12.28 7,722,000斎藤工業㈱ 危機管理課

市道矢田川線外自然災害防止対策工事 夏屋第3地割ほかＲ5.8.4 ～Ｒ5.12.22 6,086,300㈱佐々木建設 建設課

小堀内漁港（小堀内地区）臨港道路落石対
策外工事

田老字向新田ほかＲ5.8.4～Ｒ6.2.28 18,040,000㈱佐賀組宮古営業所水産課

八紘台送配水場低圧配電盤更新工事 築地 Ｒ5.8.5 ～Ｒ6.3.15 28,079,700㈱小野寺電機商会 施設課

グリーンピア三陸みやこ体育館トイレ洋式
化工事

田老字向新田 Ｒ5.8.11～Ｒ5.12.8 3,484,800
㈲田老ガス水道設
備工業

観光課

大判川７号線舗装改修工事 津軽石第13地割 Ｒ5.8.11～Ｒ5.11.20 4,407,700㈱宮古日舗 建設課

林道折壁線災害復旧工事 箱石第６地割 Ｒ5.8.11～Ｒ5.11.30 4,922,000㈲関川建設工業 農林課

林道土沢線改修工事 小国第11地割 Ｒ5.8.11～Ｒ6.1.11 18,777,000アート工業㈱ 農林課

蟇目農業集落排水施設電気設備改修工事 蟇目 Ｒ5.8.11～Ｒ6.1.6 2,863,300㈱旭電気工業 生活排水課

宮古市広域総合交流促進施設２階空調換気
設備改修工事

臨港通 Ｒ5.8.18～Ｒ6.1.14 76,340,000㈱第一水道設備 観光課

津軽石ポンプ場（ポンプ井）整備工事 津軽石第13地割 Ｒ5.8.19～Ｒ6.3.14 104,813,500㈱小成良治商店 施設課

赤前地区外防犯灯設置工事 赤前ほか Ｒ5.8.25～Ｒ6.3.4 9,658,000㈱旭電気工業 建設課

４災177号反目沢川河川災害復旧工事 箱石第６地割 Ｒ5.8.25～Ｒ6.1.8 12,037,300三浦重機㈱ 建設課

【
特
定
計
量
器
定
期
検
査
日
程
表
】

期
日

時
間

検
査
会
場

対
象
地
区

午
前
10
時

　

〜
正
午

新
里
福
祉
セ
ン
タ
ー

新
里
全
域

　

午
後
２
時　

　

〜
４
時

川
井
総
合
事
務
所

川
井
全
域

午
前
９
時

　

〜
正
午

イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ

西
側
駐
車
場

新
川
町
、
向
町
、
大
通
、
末
広
町
、
栄
町
、
横
町
、

黒
田
町
、
新
町
、
本
町
、
沢
田

午
後
１
時

　

〜
４
時

イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ

西
側
駐
車
場

築
地
、
愛
宕
、
光
岸
地
、
鍬
ヶ
崎
、
日
影
町
、

熊
野
町
、
蛸
の
浜
町
、
山
根
町
、
港
町
、
日

立
浜
町
、
臨
港
通
、
中
里
団
地
、
日
の
出
町
、

佐
原
、
崎
鍬
ヶ
崎
、
崎
山
、
近
内
、
西
ヶ
丘
、

千
徳
、
長
根
、
太
田
、
千
徳
町
、
神
田
沢
、

板
屋
、
上
鼻

午
前
９
時

　

〜
11
時
30
分

田
老
公
民
館

田
老
全
域

午
後
１
時

　

〜
２
時
30
分

津
軽
石
公
民
館

高
浜
、
金
浜
、
白
浜
、
津
軽
石
、
赤
前

午
後
３
時
30
分

　

〜
４
時
30
分

重
茂
漁
業
協
同
組
合

海
洋
冷
食
工
場

重
茂
、
音
部

午
前
９
時

　

〜
正
午

イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ

西
側
駐
車
場

藤
原
、
小
山
田
、
磯
鶏
、
八
木
沢
、
上
村
、
河
南
、

神
林
、
藤
の
川
、
実
田

午
後
１
時

　

〜
４
時

イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ

西
側
駐
車
場

宮
町
、
南
町
、
長
町
、
舘
合
町
、
鴨
崎
町
、

和
見
町
、
西
町
、
泉
町
、
田
の
神
、
黒
森
町
、

山
口
、
宮
園
、
保
久
田
、
緑
ヶ
丘
、
五
月
町
、

小
沢
、
田
代

午
前
９
時

　

〜
11
時
30
分

花
輪
農
村
文
化
伝
承
館

花
輪
、
田
鎖
、
松
山
、
老
木
、
長
沢
、
根
市
、

花
原
市

午
後
１
時

　

〜
３
時

イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ

西
側
駐
車
場

そ
の
他
未
受
検
者

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
た
め
、
は

か
り
は
、
正
確
な
計
量
を
行
え
る
よ
う

に
計
量
法
に
よ
り
２
年
に
一
度
検
査
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

左
記
日
程
表
を
確
認
し
、
必
ず
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
①
～
③
の
は
か
り
は
検
査
を
受

け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

①
家
庭
用
の
も
の
や
業
務
上
の
取
引
・

証
明
に
使
用
し
な
い
も
の

②
浴
場
・
旅
館
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
用
体

重
計

③
計
量
士
の
代
行
検
査
を
受
け
た
も
の

■
問
い
合
わ
せ　

　

市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
商
業
労
政
係

（
☎
�
９
０
６
７
）

は
か
り
の
定
期
検
査
（
有
料
）
を
行
い
ま
す

10/16㈪10/20㈮ 10/19㈭ 10/18㈬ 10/17㈫
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宮
古
市

宮
古
市  

つ
な
げ
る

つ
な
げ
る  

い
の
ち
の
写
真
展

い
の
ち
の
写
真
展

　　

震
災
震
災
の
記
憶
と
記
録
を
忘
れ
な
い
た
め
、
そ
し
て
私

た
ち
一

た
ち
一
人
一
人
の
〝
心
の
復
興
〟
の
た
め
の
写
真
展
を
、

昨
年
に

昨
年
に
引
き
続
き
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

■
日
時　　

10
月
７
日
㈯
午
前
10
時
〜
８
日
㈰
午
後
３
時

■
場
所

■
場
所　　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内

■
内
容

■
内
容
　　
左
記
【
表
】
の
と
お
り

■
問
い

■
問
い
合
わ
せ　　

同
写
真
展
実
行
委
員
会
事
務
局
・
長

澤
（
☎

澤
（
☎
０
９
０
・
８
７
８
７
・
９
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イベントの詳細 場所
震災時の活動記録写真展示（自衛隊、宮古
警察署、宮古海上保安署、宮古消防署、宮
古市消防団、宮古歯科医師会など）

市民交流センター
１階ふれあい広場・
２階通路など

おもかげ復元師・笹原留似子さんの震災絵
日記展示 市民交流センター

２階通路など水中写真家・鍵井靖章さんの震災後の海中
写真展示

震災身元不明者相談会（宮古警察署）
※７日午前10時30分〜午後２時30分のみ

市民交流センター
２階創作スタジオ

【初展示】 「ペットと災害・避難生活」をテー
マにした写真・パネル展

市民交流センター
１階ふれあい広場など

笹原さんの震災絵日記作品

「宮古真鱈まつり」出店者募集「第71回みやこ市民文化祭」開催！

　令和６年１月21日㈰に宮古市魚市場で開催

する「宮古真鱈まつり」の出店者を募集しま

す。募集要領を確認の上、お申し込みくださ

い。

■出店内容　マダラの鮮魚販売やマダラを使

用した加工品などの販売、地元農林水産物の

販売 など

■１コマの出店料　

【テント半張（2.7㍍×2.7㍍）】3,500円

【テント１張（5.4㍍×2.7㍍）】7,000円

※各出店者、原則１コマです

■申し込み方法　

　出店申込書を持参、郵送、ファクス、メール

のいずれかで提出してください。要領・出店申

込書は実行委員会事務局（市役所２階）

で配布するほか、市ホームページ（右

記ＱＲコード）からもダウンロードで

きます。

■申込期限　10月31日㈫必着

■申し込み　宮古真鱈まつり実行委員会事

務局（市水産課内、〒027-8501住所不要、☎

68-9099、℻63-9116、Csuisan@city.miyako.

iwate.jp）

《開幕行事》

■期日　10月15日㈰

■場所　市民文化会館

○芸術体験コーナー　午前11時から

三曲(箏/尺八)、茶道、書道、生け花、美術、バレエ

○オープニングセレモニー　午後１時30分から

○オープニングステージ　午後１時50分から

宮古高校書道部と箏演奏のコラボ、和太鼓演奏(小百

合幼稚園年長組)、邦
ほ う ぶ

舞と三曲(箏/尺八)、バレエとピ

アノのコラボ、合唱(第一中学校)、フィナーレ(宮古

市民歌)

■その他　オープニングセレモニーおよびオープニン

グステージの司会は、テレビ岩手の平井直子さん

《各団体の発表》

■期間　

【舞台部門】10月22日㈰〜11月19日㈰

【展示部門】10月28日㈯〜11月12日㈰

※舞台・展示部門の発表日程の詳細は、市および市

民文化会館のホームページに掲載します

■場所　市民文化会館 ほか

《共通》

■問い合わせ　宮古市芸術文化協会事務局・長尾(☎

080-1800-9192)　　 

※内容や場所は変更になる可能性があります
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■日時　10月22日㈰午前９時〜午後

３時（荒天中止）

■集合・解散場所　宮古駅前　

■内容　トレッキングで魹ヶ崎を目

指し、そこで三陸ジオパークについ

て学びます。

 また、当日は灯台に上って見学す

ることも可能です。

■対象　小学校４〜６年生の児童

（保護者同伴不可）

■定員　先着10人

■参加料　1,500円（当日払い）

■用意する物　飲み物、昼食、歩き

やすい服装

■申し込み方法　電話、

ファクス、申し込みフォー

ム（右記ＱＲコード）

■申込期限　10月16日㈪

■申し込み　NPO法人みやっこベー

ス（☎・℻77−3809）

トレッキングツアー同時開催

本州最東端の地を訪れてみませんか？

宮古の乾シイタケ出品者４人が全国入賞！宮古の乾シイタケ出品者４人が全国入賞！
　埼玉県久喜市で開催された「第56回全農乾椎

茸品評会」（全国農業協同組合連合会主催）に

出品した、本市のシイタケ生産者４人が全国入

賞を果たし、８月８日、桐田副市長に受賞報告

を行いました。

　受章者を代表し、最高賞の農林水産大臣賞を

受賞した、宮古市しいたけ主産地化推進協議会

長を務める涌
わ く た こ う

田幸栄
えい

さん（59）が「皆さまの支

援のおかげで受賞することができた。これから

も良質なシイタケを生産していきたい」とあい

さつしました。

　受賞者は次のとおりです。

農林水産大臣賞（上どんこの部）

▷涌田幸栄さん・恵
めぐみ

さん（養呂地）

全農会長賞（上どんこの部）

▷上
うわみちとしゆき

道敏行さん（樫内）

(一財)日本きのこセンター理事長賞（上どんこ

の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▷飯塚博
ひろし

さん（樫内）

(一財)日本きのこセンター理事長賞（こうしん

中葉厚肉の部）

▷大
だいぼうあきひこ

棒昭彦さん（神田）

■問い合わせ

市農林課林政係（☎68－9097）

左２人目から、大棒昭彦さん、飯塚博さん、上道敏行さん、

涌田幸栄さん
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災

圧自

防

■市の催しなどは、フェイスブックなどでも紹介しています。
※URLは裏表紙をご覧くださいまちの話題

巻 の パ フ ォ ー マ ン ス作 ラ ジ オ に 歓 声 上 が る

害に備え、万全の準備を災 グ ッ ズ の 活 用 体 験

　９月２日、市民総合体育館で同発表会が開催

され、約400人の観客を前に、早稲田大学応援

部が力強い応援パフォーマンスを披露。同大学

吹奏楽団のマーチング演奏や、チアリーダーの

一糸乱れぬ演技、応援団の迫力あるエールに観

客は大興奮でした。

　観客も、応援用のハリセンで一緒に応援する

などして、会場は一体感に包まれました。観客

から「来年もぜひ開催してほしい」などの声が

あがり、大盛況のうちに幕をおろしました。

　９月３日、イーストピアみやこで同イベント

が開催され、市内の子どもたち18人が参加しま

した。このイベントは、みやこハーバーラジオ

開局10周年を記念して開催されました。

　参加者は、電波のしくみを学んだほか、手作

りラジオに挑戦。コイル巻きや部品のはんだ付け

に苦戦しながらもラジオを完成させていました。

　佐々木碧
り む

心さん（千徳小６年）は「コイルを

巻く所が難しかった。自作ラジオで放送を聴く

ことができてうれしい」と喜んでいました。

　８月28日、花輪小学校で行われた同学習会（防

災講話や防災グッズの組み立て体験・利用体験）

には、同校の全校児童が参加しました。

　講話では、ハザードマップの活用方法を重点

的に説明。防災グッズの組み立て体験では、５・

６年生の代表児童が簡易ベッドなどを組み立て、

全校児童が防災グッズの利用体験を行いました。

　千葉翔
しょうた

太さん（同校６年）は「防災グッズの

組み立ては、とても簡単だった。災害時には、

率先して組み立てたい」と話しました。

令和５年度宮古市総合防災訓練

「早稲田大学応援部」
宮古市ふれあい発表会

ＡＭ/ＦＭラジオ工作教室

防災学習会

　８月27日、花輪中学校で行われた同訓練には、

316人が参加しました。訓練は、１時間に約100

㍉の大雨が降り、落雷による火災も発生したと

の想定で行われました。

　同校では、避難所の開設・運営訓練や土のう

を積み上げる水防工法訓練などが実施され、参

加者は、防災への知識を深めていました。

　佐竹泰
た い き

生さん（同校３年）は「いざという時

のために自分でできることを増やし、地域の人

とも協力して災害に備えたい」と話しました。



　●開設日＝毎週月・水・金曜日　●開設時間＝午前９時〜正午、午後１時〜３時

つどいの広場「のびっこクラブ」（認定こども園そけい幼稚園内、☎62−8678）

催し名 日時 場所 内容など 対象児

幼稚園ってどんなとこ？ ４日㈬10:00〜10:30
のびっこクラブ

（そけい幼稚園）

幼稚園生活について

０〜６歳
ハロウィンごっこ【※７】 27日㈮10:30〜11:30

ニコニコバッグを作って、
おばけを退治しよう

つどいの広場「ひよこクラブ」（認定こども園宮古ひかり内、☎62−6845）

　●開設日＝毎週月〜土曜日　●開設時間＝午前９時〜午後２時

催し名 日時 場所 内容など 対象児

ひよこルーム
10日㈫9:00〜11:00
※６日㈮午後２時までに申し込み

ひよこクラブ
（宮古ひかり）

子育てについて気軽に相談してみませんか
※定員＝４組

０〜６歳

園庭で遊ぼう【※５】17日㈫10:30〜11:00
砂場やすべり台などをして楽しみま
しょう

親子でリラックス
しよう♪【※６】

24日㈫10:30〜11:00
※前日午後２時までに申し込み

親子でベビーマッサージをして癒やさ
れましょう　※定員＝10組

みんなで！ハッピー
ハロウィン

31日㈫10:30〜11:00
※前日午後２時までに申し込み

ハロウィンの制作やリズム遊びをして
楽しみましょう　※定員＝10組

催し名 日時 場所 内容など 対象児

キッズ田老 ５日㈭10:00〜11:00 田老公民館

手遊び、ふれあい遊び、ウォー
クラリー、お話 ほか

０〜６歳

赤ちゃんサロン【※１】 11日㈬10:00〜11:00
市民交流センター２階運動
スタジオ１・２

３〜12カ月

ぽかぽかランド【※２】 12日㈭10:00〜11:00
市民交流センター２階運動
スタジオ２

１〜６歳

ふれあい広場
「にこにこ」

25日㈬10:00〜11:00
市民交流センター２階
ふれあい広場

手作りおもちゃを作ろう、絵本
の読み聞かせ ０〜６歳

イクナミ（育悩）タイム 27日㈮10:30〜11:00 にこにこルームみやこ 保育所、認定こども園の入所について

　●開設日＝毎週月〜金曜日　●開設時間＝午前９時〜正午、午後１時〜３時（午前のみ園庭・ホール利用可）

子育て支援センター「にこにこルームみやこ」（小山田保育所内、☎62-0884）

つどいの広場「すくすくランド」（うみマチひろば（宮古市地域創生センター内）、☎63-8061）

催し名 日時 場所 内容など 対象児など

保護者向け講話会【※３】 ３日㈫10:30〜11:45

うみマチ
ひろば

だっことおんぶの大切さについて ０〜３歳

ぞうさんのミミの会
６日㈮11:00〜11:15
※前日までに申し込み

絵本の読み聞かせ
子育て中
の親子

赤ちゃんのつどい 12日㈭11:00〜11:45 手作りおもちゃを作ろう ３〜12カ月

保護者向け講話会【※４】 25日㈬10:30〜11:45 季節の変わり目！お子さんのスキンケア

０〜６歳健康相談会 30日㈪11:00〜11:45 冬の感染症について

季節行事 31日㈫10:30〜11:30 ハロウィンごっこ

　　●各施設をご利用の際は、予約が必要です。事前に問い合わせてください

　　●用意する物　【※１】【※４】【※６】バスタオル　【※２】親子とも上履き　【※３】おんぶひも

　　　　　　　　　【※５】帽子　 【※７】上履き（飲み物は、適宜持参ください）

　●開設日＝毎日　●開設時間＝午前10時〜午後６時

広
報 2023.10.1 ⓰

妊娠中の人や赤ちゃん・子ども向けの催しなど

子育てに関する情報を紹介するページです

BABIES & CHILDREN'S  ROOM
子育て情報
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堀内琥
こ

蒼
あ

ちゃん
今月で１歳です
お兄ちゃんお姉ちゃんに負
けないくらい元気いっぱいの
こあ！ これからもすくすく
大きくなってね♡� （家族）

永野遥
はる

琥
く

ちゃん
今月で２歳です
２歳のお誕生日おめでとう♡ 
これからもたくさん遊んで
たくさん笑って元気にすくすく
育ってね！ だいすき♡�（家族）

中村晴
せ

南
な

ちゃん
今月で２歳です
２歳の誕生日おめでとう♡ 
もう２歳！ 姉さん兄さんと
一緒にもっともーっと大き
くなあれ！� （パパママ）

阿部莉
り

士
と

ちゃん
今月で２歳です
２歳の誕生日おめでとう！ ３人のねぇ
ね達が大好きな莉士。いつも遊んでも
らって楽しいね♥ これからも家族みんな
で思い出作ろうね、大好き莉士!!�（家族）

沢里紬
つむ

妃
ぎ

ちゃん
今月で２歳です
いつもパワフルつむぎちゃん 
２歳の誕生日おめでとう！ 
これからもつむらしく元気
いっぱい育ってね�（パパ、ママ）

福士瑠
る

椛
か

ちゃん
今月で２歳です
甘えん坊で、真似っこが好き
で、好奇心旺盛の瑠椛♡ 沢山
の経験をして大きくなって
ね！ ２才おめでとう☆�(家族)

長柴 陸
りく

ちゃん
今月で１歳です
これからも笑顔いっぱい
でお姉ちゃん・お兄ちゃ
んと仲良く育ってね！
� （家族）

内澤慶
けい

志
じ

ちゃん
今月で１歳です
１歳おめでとう♪ いつ
も元気で笑って和ませ
てくれるけいじが大好き
だよ！� (家族)

鈴木花
か

和
な

ちゃん
今月で１歳です
お誕生日おめでとう！ 
笑顔が素敵な花和ちゃん。
元気で健やかに育ってね。
� （家族）

石舘 李
いお

ちゃん
今月で１歳です
１歳のお誕生日おめでとう！ ニコ
ニコのイオに家族みんな癒されて
ます♡ これからもたくさん食べて
笑って大きくなってね}�（家族）

上田維
い

音
と

ちゃん
今月で１歳です
１歳おめでとう！ 毎日可愛い
笑顔を見せてくれてありがと
う！ これからもいっぱい食べ
て元気に育ってね！� （家族）

馬場 綸
りん

ちゃん
今月で２歳です
りんちゃん２歳おめでとう！ どんどん
出来ることが増えてこれからの成長
がますます楽しみだね　元気いっぱい
にすくすく育っていってね� （家族）

　写真に、子どもの名前・ふりがな・生年月日・郵便番号・

住所・電話番号・メッセージ（40字程度）を書いたメモを添

えて、市企画課広報係（市役所４階）にお届けください。

　郵送の場合は、〒027−8501住所不要、宮古市役所　　　

「広報みやこ」係へ。メールの場合は「Cinfo@city.miyako.

iwate.jp」までお送りください。

　11月生まれの子どもの写真は、10月５日㈭必着でお願いし

ます。

対象年齢は２歳以下。応募者多数の場合は、初掲載の

子どもを優先します。

応募

方法

■日時　10月21日㈯午前11時〜正午　

■内容　絵本の読み聞かせとさつま芋掘り

■対象　０歳〜就学前のお子さんとその保護

者、家族

■定員　親子５組

■用意する物　汚れてもいい服装、飲み物

■申込期限　10月14日㈯

■場所・申し込み 田老公民館（☎87-2976）

乳幼児期家庭教育学級

おひさまクラブ

「おはなし聞いてさつま芋掘り！」 ■日時　10月18日㈬午前10時〜11時30分

■場所　市民総合体育館多目的体育室

■内容　親子ふれあいあそび

■対象　０〜６歳のお子さんとその保護者

■用意する物　上履き、外靴を入れる袋、飲

み物

■申込期限　10月７日㈯

■申し込み　にこにこルームみやこ、すくす

くランド、ひよこクラブ、のびっこクラブ

■問い合わせ　地域子育て支援センター「に

こにこルームみやこ」（☎62−0884）

あそびの森

〜あそぼう！らったらったらん〜

公立保育所　園庭開放のお知らせ

■開放日時　10月18日㈬午前10時〜11時30分（雨天中止）

■用意する物　帽子、飲み物（水またはお茶）　※駐車場は各自で確保

■問い合わせ　子育て支援センター「にこにこルームみやこ」（☎62-0884）

広
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健康相談日程

認知症カフェ（ほっこりカフェ）

　感染症予防に努めながら、血圧測定、個別相談などを実施します。お気

軽にお越しください。なお、健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

■問い合わせ　市健康課成人保健係（☎64-0111）

地域 期日 時　間 会　場 内　　容

宮古 10/10㈫ 10:00〜11:30 佐原地区センター
▶血圧測定、個別相談
▶講話「骨粗しょう症予防」

田老

10/10㈫

10:00〜11:00

摂待和野地区集会施設
▶血圧測定、個別相談
▶講話「骨粗しょう症予防」

10/19㈭ 田老保健センター
▶血圧測定、個別相談
▶講話「糖尿病予防」

新里 10/12㈭

10:00〜11:00 八坂自治会館 ▶血圧測定、個別相談、
　体組成測定
▶講話「糖尿病予防」13:30〜14:30 下川原子供会館

川井 10/12㈭ 13:30〜14:30
向田コミュニティ消防
センター

▶血圧測定、個別相談
▶講話「高血圧予防」

　「認知症カフェ」とは、認知症の人やその家族、認知症について関心の

ある人などが集まり、認知症について学んだりおしゃべりをする場所です。

介護の相談もできます。お気軽にご参加ください。

●認知症の人と家族の会主催 認知症カフェ「ほっこりカフェ」

■日時　10月18日㈬午前10時〜11時30分

■場所　市民交流センター２階多目的ホール

■内容　ミニ講話「だまされない消費者になるために」とおしゃべり

■定員　30人（要申し込み）

■申し込み　市介護保険課いきいきライフ推進室（☎︎68-9126）

　脳卒中の最大の原因は

高血圧です。高血圧予防

の食事のポイントは、食

塩の摂りすぎに気を付

け、食塩を排泄する働

きのあるカリウムを摂取

することです。市ホーム

ページ（右記Ｑ

Ｒコード）では、

カリウムが含ま

れる食材を使用した『減

塩・適塩レシピ～副菜編

～』を公開中です。ぜひ

ご利用ください。

■問い合わせ　市健康課

（☎64-0111）

10月は脳卒中月間　
～毎月28日は減塩・適塩の日～

■接種の期間　10月１日㈰～令和６年１月31日㈬

■対象　１歳～中学３年生の人（１歳～満12歳は２回分を助成します）

■用意する物　予診票、母子健康手帳

■自己負担額　医療機関の接種料金（医療機関により異なります）から、助

成額2,500円を差し引いた金額

※下記に該当する人は【証明するもの】を窓口で提示することで、４千円を

限度として全額を助成します

　①生活保護世帯...【休日・夜間受診手帳】

　②世帯員全員（学生を除く）が市民税非課税...【令和５年度の世帯員 

　　全員の課税証明書】

《予診票は下記の設置・配布場所でお受け取りください》

各保健センター、各総合事務所、各出張所、各実施医療機関

【宮古】市民交流センター、山口公民館、中央公民館分館、千徳公民館、

　　　ファル磯鶏店、マリンコープDORA、ジョイス宮古千徳店、

　　　スーパーマーケット玉木屋

【田老】田老公民館、産直とれたろう、畠山石油

【新里】基幹集落センター、ひきめの里直売所、玄翁館、和井内ふるさと会館

【川井】江繫地域振興センター、箱石地域振興センター

■問い合わせ　市健康課（☎64-0111）

小児インフルエンザ予防接種費用を助成します

●休日急患診療所

　感染症対策のため、発

熱などの症状がある人は、

予約制での診療となりま

す。当日電話で予約して

ください。

■診療日　10月の毎週日

曜日と９日㈪

■受付時間　午前９時～

午後５時

■診療内容　【午前】発

熱などの症状がある人の

み診療（要予約）

【午後】内科・外科の応急

的な診療（発熱などの症

状がある人を除く）

■問い合わせ　休日急患

診療所（西町一丁目６の

２、☎64-0113）

●祝日当番歯科医療機関

　救急患者を対象に歯科

診療をします。電話をし

てから来院してください。

■診療日／当番医療機関

　10月９日㈪／デンタル

クリニック駒井（上鼻二

丁目２の１、☎63-6188）

■時間　午前９時～午後３時

休日急患診療所、祝日当番 
歯科医療機関の診療日
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宮古保健センター、子育て世代包括支援センター（イーストピアみやこ内、☎64-0111）　

田老保健センター（☎87-2975）　新里保健センター（☎72-3500）　

川井保健センター（☎76-2036）　宮古保健所（☎64-2218）

こども救急相談電話（午後７時〜11時、☎019-605-9000、携帯電話からは♯8000）

※�各種相談・教室、検診は新型コロナウイルス感染症拡大状況
次第で急きょ延期または中止の可能性があります

田老地区認知症カフェ（ほっちょうカフェ）
■日時／場所　10月19日㈭午後１時30分〜３時／田老福祉センター

■内容／参加料　認知症についてのミニ講話とおしゃべり／ 100円

■問い合わせ　たろう地域包括支援センター（☎65-6010）

各種健康診査・がん検診日程
　受け忘れのないように、早めに受診することをお勧めします。健診の内

容・詳細は「令和５年度　宮古市成人けんしんのお知らせ」をご覧ください。

■問い合わせ　市健康課（☎64-0111）

期日 受付時間 会　　場
検　診　種　別

各種
健診

各がん検診

10/17㈫
9:30〜11:00 ／ 13:00〜14:00 西ヶ丘地区センター 健診

　 　 　

10/18㈬ 　 　 　

10/19㈭ 9:30〜11:00 ／ 13:00〜14:00 崎山公民館 健診 　 　 　 　

10/20㈮
9:30〜11:00 ／ 13:00〜14:00 崎山公民館 健診 　 　

9:30〜10:30 ／ 13:00〜14:00 宮古保健センター 大腸 子宮

10/24㈫  7:00〜9:30 宮古保健センター 　 胃 肺 大腸

※�各種健診は、さわやか健診（39歳以下)、75歳以上、国保特定、他保特定、健康診査です。

　肝炎ウイルス検査、前立腺がん検診、尿中推定塩分摂取量測定も、各種健診の際に

　受診できます。また、風しん抗体検査のクーポン券をお持ちの人は、各種健診の際

　に抗体検査を受けることができます

　飲酒についての情報を市民

の皆様に月１回、来年の３月ま

でお届けします。東日本大震

災の際に「こころのケアチーム」

として支援してくださった福田

貴博先生から情報提供いただ

きました。

　今回は、お酒と認知症

の関係についてのお話で

す。認知症は誰でもなる

可能性があり、皆さまに

とっても関心が高いと思

います。実は、お酒は脳

の老化を促進させるので

す。アルコール依存症の

人は、脳の萎縮が30代か

ら始まる場合もあり、脳

の老化が20 ～ 30年早ま

ると言われています。つ

まり、実年齢は50歳なの

に、脳の年齢は70 ～ 80

歳相当になります。これ

では、いつ認知症になっ

ても不思議はありませ

ん。依存症とまではいか

ずとも、飲酒習慣がある

人は、そうでない人に比

べて、脳出血、脳梗塞の

リスクが高まります。

アルコール通信
〜第７号〜

　令和６年度に小学校に入学する子ども（生年月日が平成29年４月２日か

ら平成30年４月１日までの子）が対象です。保護者宛てに通知書を送付し

ますので、10月17日㈫を過ぎても通知書が届かない場合や、記載事項に誤

りがある場合は、お問い合わせください。

■問い合わせ　市学校教育課学校教育係（☎68-9116）

入学予定学校名・健診会場校 期日 受付時間 開始時間

宮古小学校 11/27㈪ 13：00〜13：20 13:30

鍬ヶ崎小学校 11/13㈪ 12:30～12:40 12:50

磯鶏小学校 11/17㈮ 12:50～13:15 13:30

山口小学校 11/ 6㈪ 13:00～13:20 13:30

千徳小学校 11/20㈪ 12:30～13:05 13:15

高浜小学校 11/13㈪ 12:55～13:05 13:15

花輪小学校 11/29㈬ 13:30～13:50 14:00

津軽石小学校 11/ 7㈫ 13:05～13:20 13:30

重茂小学校 11/ 1㈬ 13:10～13:20 13:30

崎山小学校 11/16㈭ 13:00～13:20 13:30

田老第一小学校 11/ 2㈭ 13:10～13:20 13:30

新里小学校 11/21㈫ 13:20～13:30 13:40

川井小学校 11/ 2㈭ 13:10～13:20 13:30

▷健診の内容は、内科、歯科、言語、知能、視力、聴力の６種類です

▷原則、通知書に記載されている学校で受診してください

▷指定された期日に都合が悪く受診できない場合は、ご連絡ください

▷体調などで心配なことがありましたら、事前に相談してください

小学校入学予定者の健康診断を行います

32 歳男性 通常飲酒

30歳男性 アルコール依存症
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書館情報図
市立図書館（☎62−2414）田老分室（☎87−2976）新里分室（☎72−2019）川井分室（☎76−2167）

■開館時間	 ●�市立図書館･･･水〜土曜日 9:00〜19:00

		  火曜･日曜･祝日 9:00〜17:00

	 ●田老・新里・川井分室･･･火〜日曜日 9:00〜17:00

■10月の休館日	� ●市立図書館・川井分室･･･月曜日（９日㈪は開館）、10日㈫		

●田老・新里･･･月曜日

LIBRARY

市立図書館

特集１:一冊の本にたくさんの物語
　待ち時間や寝る前などに、１話
ずつ読むことができる短編集やア
ンソロジーを集めました。

『おいしい旅　初めて編』

アミの会（編）
　初めて訪れる
場所、初めて見
る景色、その土
地で出会う絶品
グルメ。さまざ
まな「初めて」
の旅を描いた７
つの作品を収録
しているアンソ
ロジーです。

広
報

移動図書館車
「うぐいす号（田老・新里・川井）」

10月の運行日程

田老分室
（田老公民館内）

【特集】「秋のたのしみ…‼」
　旅にキャンプ、天体観測など趣
味にひたって…‼ワクワクが広がり
ます。

◇おはなし会
■日時＝10月21日㈯午前11時
■内容＝絵本・紙芝居の読み聞か
せ

新里分室 
（新里生涯学習センター内）

【特集】「フルーツパラダイス‼」
　みんな大好き！フルーツが載っ
ている本を紹介します。

特集２:「きみも名探偵！」（こど
も図書室前）
　謎解きの本やミステリーがテー
マのおはなしを集めました。本を
読みながら、一緒に謎を解いてみ
よう！
特集３:「ココロとカラダを大切
に。」（ティーンズコーナー前）
　10代の「心」や「体」のこと、
健康についての本を特集します。
◇こども映画会（視聴覚室）
① 10月７日㈯午前11時、午後２時
▶「ねぎぼうずのあさたろう　～
はらぺこ侍必殺剣～」（24分）
② 10月14日㈯午前11時、午後２時
▶「トムとジェリー　～人造ネコ
／計算違い～」（16分）「るるるの
るール」（16分）
③ 10月21日㈯午前11時、午後２時
▶「おしりたんてい　～ププッ　
とけいとうのぼうれい～」（24分）
④ 10月28日㈯午前11時、午後２時
▶「プルート　～プルートの遊び
友達／プルートの泣き虫～」（16分）

「こどもにんぎょう劇場　～うらし
またろう～」（15分）
◇おはなし会（こども図書室）
■日時＝毎週土曜日午後２時30分
■内容＝絵本・紙芝居の読み聞かせ

川井分室
（北上山地民俗資料館内）

【特集：一般・児童共通】 「岩手県
のアスリート特集」
■大谷翔平・菊池雄星・錦木など
など大活躍ですね。

地区 運行日・駐車時間 場所

新
　
里

12日

26日

㈭

10:40〜

11:00〜

11:30〜

13:10〜

13:45〜

14:15〜

14:45〜

10:55

11:15

11:45

13:30

14:00

14:30

15:00

 和井内深山産直付近

 刈屋・澤口氏宅前

 刈屋・高橋理容所前

 新里中学校前

 愛福祉会前

 茂市駅付近

 蟇目駅付近

田
　
老

13日

27日

㈮

10:15〜

10:50〜

11:20〜

13:00〜

13:45〜

10:30

11:05

11:35

13:30

14:00

 樫内・宮古市消防団第29    

 分団樫内器具置き場付近

 末前･伝承館駅前

 ‌�三王災害公営住宅

10号棟付近

 グループホームおもつべ

 三陸鉄道摂待駅付近

27日
㈮
のみ

14:30〜15:00  崎山・グループホームたろう

川
井
・
閉
伊
川
コ
ー
ス

11日

㈬

9:45〜

10:20〜

10:50〜

11:05〜

11:40〜

12:40〜

13:05〜

13:40〜

14:00〜

14:15〜

10:00

10:35

11:00

11:35

11:50

12:50

13:35

13:50

14:10

14:30

 泉山氏宅前

 門馬出張所前

 ウォーキングセンター

 大倉氏宅前

 「道の駅」区界高原

 やまびこ産直館

 川井中学校

 特産品加工施設

 箱石地域振興センター

 片巣御供養様前

川
井
・
小
国
川
コ
ー
ス

18日

㈬

9:40〜

10:00〜

10:20〜

10:35〜

11:10〜

11:25〜

13:05〜

13:50〜

9:50

10:10

10:30

11:00

11:20

11:35

13:35

14:00

 ユーニット

 赤沢集会所

 上湯沢集会所前

 小国出張所

 横道氏宅前

 大久保バス停

 川井小学校

 むつわ荘

◇図書館シネマー大人のため
の映画会ー（視聴覚室）

■日時＝10月21日㈯午後３時
■「愛情屋台（昭和30年代の日
本・家族の幸福　夫婦編）」」（55分）

◇昔なつかし紙芝居が図書館
にやってくる！
　図書館の外で、紙芝居の読
み聞かせを実施します。
■期間＝10月７日㈯午前10時
〜10時30分
■場所＝市立図書館入口付近
※雨天の場合は、図書館２階
展示室で行います
■問い合わせ＝市立図書館（☎
62-2414）

◇宮古市電子図書館使い方講
座を開催します！
　「電子図書館が何か分からな
い」「電子図書館に興味があ
るけれど使い方が分からない」
という人は、ぜひご参加くだ
さい。
■期日＝10月14日㈯
■時間＝①午前10時②午後１
時30分（各回50分程度）
■内容＝電子図書館とは何か、
電子書籍の借り方・探し方・
返し方など
■定員＝各回先着５人程度（申
し込み不要）
■用意する物＝スマートフォ
ンあるいはタブレット、市立
図書館の利用者カード
※新規利用登録や利用者カー
ドの期限更新が必要な場合は、
身分証明書や通勤・通学を証
明する書類が必要です
■場所・問い合わせ＝市立図
書館（☎62-2414）



各種無料相談 〜一人で悩まずに〜
10 月の無料相談会の日程です。気軽にご利用ください。★は要予約
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10
月
の
各
種
無
料
相
談

相　談 日　時 場　所 予約・問い合わせ

★弁護士相談 毎週木曜日午前10時〜午後３時 市市民相談室（市役所１階、☎68-9081）

人権相談
宮古 毎週水曜日午前10時〜午後４時 盛岡地方法務局宮古支局 盛岡地方法務局宮古支局

（☎62-2337）川井 11日㈬午前10時〜正午 門馬地域振興センター

◎行政相談

10日㈫午前９時〜正午

市市民相談室（市役所１階、☎68-9081）
※来場できない場合は、ご連絡ください

公証人相談

（遺言相談）
宮古公証役場（陸中ビル２階、☎63-4431）
※左記以外に相談希望日があればご連絡ください

★交通事故相談
24日㈫午後１時〜３時
※20日㈮正午までに要予約

市市民相談室（市役所１階、☎68-9081）

★くらしとお金の

　安心相談会
５日㈭午後１時〜５時
※４日㈬までに要予約 市市民相談室

（市役所１階）

信用生協盛岡事務所
（☎019-653-0001）

★災害復興住宅

　融資相談会
18日㈬午後２時〜４時
※15日㈰までに要予約

住宅金融支援機構
（☎0120-086-353）

　

こ
れ
ま
で
「
ふ
る
さ
と
情
報
発
信
事
業
」を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
掲
げ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

「
＃
ウ
ミ
ネ
コ
ミ
ヤ
コ
の
回
覧
板
」
で
の
発
信
や
、

仙
台
や
東
京
で
行
わ
れ
る
「
移
住
相
談
」
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

を
希
望
す
る
方
々
へ
の
情
報
発
信
や
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
９
月

ま
で
に
４
つ
の
移
住
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
し
た
が
、
昨
年
度
同
様
、

た
く
さ
ん
の
人
に
来
場
い
た
だ
き
、

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
現
在
も
地
方

移
住
の
需
要
は
高
い
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
宮
古
市
の
ブ
ー
ス
に
も
、

出
身
者
や
ゆ
か
り
が
あ
る
人
、
興

味
が
あ
る
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
が
相
談
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
中
学
校
や
高
校
、

計
３
校
か
ら
お
声
が
け
が
あ
り
「
総

地
域
お
こ
し
協
力
隊
便
り

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
八
島
で
す
。
着
任
し
て

１
年
半
が
経
ち
、
早
い
も
の
で
任
期
も
後
半
戦
に

差
し
掛
か
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
れ
ま

で
の
活
動
の
振
り
返
り
と
、
今
後
の
展
望
を
お
話

し
し
ま
す
。

合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
講
師
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
移
住
者
か
ら
見
た
宮
古
市
の
魅
力
や
移

住
の
経
緯
、
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
私
の
話
を

一
生
懸
命
聞
い
て
く
れ
て
「
今
の
う
ち
に
宮
古

市
に
し
か
な
い
魅
力
や
文
化
を
た
く
さ
ん
知
っ

て
、
将
来
宮
古
市
を
離
れ
た
と
し
て
も
、
地
元

を
自
慢
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
、
素
晴

ら
し
い
感
想
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
市
外
在
住
者
に
宮
古

市
が
好
き
だ
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
事

で
す
が
、
市
民
が
宮
古
市
の

こ
と
を
知
り
、
魅
力
に
気
づ

く
こ
と
も
ま
た
重
要
な
こ
と

で
す
。
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望

者
へ
向
け
た
情
報
発
信
活
動

は
継
続
し
つ
つ
、
宮
古
市
を

も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
も
ら

う
こ
と
や
、
魅
力
を
向
上
さ

せ
た
り
す
る
活
動
を
、
産
業

や
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

八
島
悟
さ
ん

第
41
回

C

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
で

情
報
発
信
中
！

宮
古
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

Bht
tps://w

w
w
.
f
a
c
e
b
o
o
k
.

c
o
m
/
m
i
y
a
k
o
.

chiiki
okoshi/

講師を担当して、市内中高生の反応に
刺激を受けました！

�

◎総務省では10月16日㈪〜22日㈰を「行政相談週間」としています。お気軽にご利用ください

広
報
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市
生
活
課

▼
地
域
づ
く
り
と
協
働
に
つ
い
て
の
講
演
会

●
日
時
＝
10
月
31
日
㈫
午
後
２
時
～
３
時

45
分
●
場
所
＝
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
多
目

的
ホ
ー
ル
●
講
師
＝
櫻
井
常つ

ね

や矢
●
対
象
＝

市
民
・
市
民
活
動
団
体
な
ど
●
定
員
＝
先
着

１
４
０
人
●
参
加
料
＝
無
料
●
申
し
込
み

方
法
＝
①
電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
②
申
込
フ
ォ
ー
ム
（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
で
申
し
込
み
●

申
込
期
限
＝
10
月
24
日
㈫
必
着
●
申
し
込

み
＝
市
生
活
課
男
女
参
画
・
協
働
推
進
係

（
市
役
所
１
階
、
☎
�
９
０
８
０
、
℻
�
９

１
１
０
）
※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
市
民
交
流
ま
つ
り
・
三
鉄
車
両
基
地
ま

つ
り
・
公
共
交
通
ま
つ
り

●
日
時
＝
10
月
14
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後

８
時
●
場
所
＝
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
三

陸
鉄
道
宮
古
車
両
基
地
、
宮
古
駅
前
広
場

●
内
容
＝
【
市
民
交
流
ま
つ
り
】
Ｈ
Ｏ
ゲ
ー

ジ
展
示
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
体
験
会
、
鉄
道
写

真
展
な
ど
【
三
鉄
車
両
基
地
ま
つ
り
】
車

両
展
示
撮
影
会
、
プ
ラ
レ
ー
ル
展
示
、
三

鉄
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
【
公
共
交
通
ま
つ
り
】

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
☎
�
７
５
２
６
）

市
生
涯
学
習
課

▼
第
３
回
は
な
ま
る
フ
レ
ン
ズ

●
日
時
＝
10
月
27
日
㈮
午
前
10
時
〜
11
時
●

場
所
＝
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室
●
内
容
＝

世
界
に
一
つ
の
手
形
足
形
ア
ー
ト
を
作
る
●

講
師
＝
齊
藤
恭
子
●
対
象
＝
未
就
学
児
（
生

後
６
か
月
以
上
）
と
保
護
者
●
定
員
＝
先
着

親
子
６
組
●
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
●
申
込
期
限
＝
10
月
16
日
㈪
●
申

し
込
み
＝
市
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
（
☎

�
９
１
１
９
、
℻
�
９
１
１
２
）

北
上
山
地
民
俗
資
料
館

▼
第
４
回
小
国
分
館
水
車
の
畑
ま
つ
り

●
日
時
＝
10
月
15
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
１

時
●
場
所
＝
北
上
山
地
民
俗
資
料
館
小
国
分

館
●
内
容
＝
小
物
づ
く
り
体
験
、
ソ
バ
打
ち

体
験
、
所
蔵
民
具
の
見
学
や
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
な
ど
●
定
員
＝
先
着
10
人
（
ソ
バ
打
ち

体
験
の
み
）
●
参
加
料
＝
５
０
０
円
（
ソ
バ

打
ち
体
験
の
み
）
●
そ
の
他
＝
ソ
バ
打
ち
体

験
の
み
事
前
申
込
が
必
要
●
申
込
期
間
＝
10

月
１
日
㈰
～
８
日
㈰
●
問
い
合
わ
せ
＝
北
上

山
地
民
俗
資
料
館
（
☎
�
２
１
６
７
）

中
央
公
民
館

▼
第
45
回
公
民
館
ま
つ
り

●
日
時
＝
10
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
４
時
（
22
日
は
午
後
３
時
ま
で)

●

バ
ス
乗
り
方
教
室
、
路
線
バ
ス
乗
車
体
験
、

屋
台
・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
●
そ
の
他
＝
３

つ
の
ま
つ
り
を
巡
る
ワ
ー
ド
ラ
リ
ー
も
開
催

●
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
☎

�
４
１
６
６
）

田
老
総
合
事
務
所

▼
第
73
回
田
老
地
区
体
育
大
会

●
日
時
＝
10
月
８
日
㈰
午
前
９
時
15
分
～
午

後
０
時
30
分
（
雨
天
中
止
）
●
場
所
＝
田
老

第
一
中
学
校
校
庭
●
内
容
＝
伝
統
の
「
田
老

名
物
」
、
お
な
じ
み
の
「
ス
テ
ィ
ッ
ク
ボ
ー

リ
ン
グ
」
な
ど
※
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
●
問
い
合

わ
せ
＝
田
老
総
合
事
務
所
地
域
振
興
係
（
☎

�
２
９
７
１
）

崎
山
貝
塚
縄
文
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
お
し
ご
と
体
験

●
期
日
＝
10
月
８
日
㈰
●
内
容
＝
縄
文
の
森

公
園
で
ど
ん
ぐ
り
や
ク
ル
ミ
の
木
の
実
を
拾

い
、
ど
ん
ぐ
り
ク
ッ
キ
ー
と
パ
ン
ケ
ー
キ
を

作
る
●
対
象
＝
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）
●
定
員
＝
先
着
15
人
●
参
加
料

＝
無
料
●
申
込
期
限
＝
10
月
７
日
㈯

▼
縄
文
の
森
公
園
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
！！

●
期
日
＝
10
月
21
日
㈯
●
場
所
＝
崎
山
貝
塚

縄
文
の
森
公
園
●
内
容
＝
縄
文
の
森
公
園
の

清
掃
活
動

《
共
通
》
●
時
間
＝
午
後
１
時
〜
３
時
30

分
●
問
い
合
わ
せ
＝
崎
山
貝
塚
縄
文
の
森

●新型コロナウイルス感染症の状況により、中止または延期となる場合がありますのでご了承ください

●行事の内容などは変更となる場合がありますので、詳しくは主催者に問い合わせてください

うみねこ鍼灸接骨院うみねこ鍼灸接骨院

【休診日】　日曜終日・木曜午後【休診日】　日曜終日・木曜午後
※祝日の休診日は右記ＱＲ参照※祝日の休診日は右記ＱＲ参照
〒027-0076　宮古市栄町１-40-１〒027-0076　宮古市栄町１-40-１
☎0193−64−5855☎0193−64−5855

〔広告〕
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内
容
＝
作
品
展
示
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
サ
ー
ク
ル
体
験
会
な
ど
●
入
場
料

＝
無
料
●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民

館
（
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
☎
�
４
１
６
６
）

中
央
公
民
館
分
館

▼
第
49
回
社
会
経
験
者
大
学
祭

●
期
日
＝
10
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
４
時
（
22
日
は
午
後
３
時
ま
で
）
●

内
容
＝
ク
ラ
ブ
、
講
座
、
個
人
の
趣
味
の
作

品
展
示
（
両
日
開
催
「
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
作

り
」
／
先
着
各
10
人
／
材
料
代
２
０
０
円)

、

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
な
ど
●
入
場
料
＝
無
料

●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館
分
館

（
☎
�
４
７
０
０
）

山
口
公
民
館

▼
季
節
の
リ
ー
ス
教
室
～autum

n

編
～

●
日
時
＝
10
月
27
日
㈮
午
前
９
時
30
分
～
正

午
●
内
容
＝
秋
が
テ
ー
マ
の
リ
ー
ス
制
作

●
講
師
＝
江
﨑
悠
希
乃
●
対
象
＝
市
民
●
定

員
＝
先
着
６
人
●
参
加
料
＝
２
千
円
●
申
込

受
付
開
始
日
＝
10
月
３
日
㈫
午
前
９
時
●
場

所
・
申
し
込
み
＝
山
口
公
民
館（
☎
�
３
６
７
０
）

田
老
公
民
館

▼
秋
に
や
り
た
い
ス
ト
レ
ッ
チ
！！

●
日
時
＝
10
月
21
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
11

時
●
内
容
＝
毎
日
の
ス
キ
マ
時
間
で
で
き
る

ス
ト
レ
ッ
チ
を
学
ぶ
●
講
師
＝
名
取
秀ひ

で

し志
●

定
員
＝
先
着
８
人
●
参
加
料
＝
無
料
●
申
込

受
付
開
始
日
＝
10
月
４
日
㈬
午
前
９
時

▼
田
老
公
民
館
ま
つ
り

●
日
時
＝
10
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
４
時
（
29
日
は
午
後
３
時
ま
で
）
●

内
容
＝
作
品
展
示
、
田
老
鉱
山
資
料
展
示
室

開
放
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

▼
田
老
公
民
館
ま
つ
り
へ
の
作
品
募
集

●
募
集
内
容
＝
絵
画
、
書
道
、
手
工
芸
、
写

真
な
ど
●
申
込
期
限
＝
10
月
21
日
㈯
午
後
５

時
●
作
品
搬
入
＝
10
月
24
日
㈫
～
26
日
㈭
午

前
９
時
～
午
後
５
時

《
共
通
》
●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
田
老
公

民
館
（
☎
�
２
９
７
６
）

新
里
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
第
２
回
ネ
イ
チ
ャ
ー
写
真
講
座

《
座
学
》
●
日
時
＝
11
月
４
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時
●
場
所
＝
新
里
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
内
容
＝
藤
田
弘
基
作
品
鑑
賞
、
講
義
「
ピ

ン
ト
に
つ
い
て
」、
受
講
者
作
品
の
合
評

《
野
外
講
座
》
●
日
時
＝
11
月
５
日
㈰
午
前

９
時
～
午
後
４
時
●
撮
影
場
所
＝
報
恩
寺
、

高
松
の
池
（
盛
岡
市
）
●
参
加
料
＝
４
０
０
円

《
共
通
》
●
講
師
＝
山
根
美
智
夫
●
定
員
＝

先
着
15
人
●
申
込
期
間
＝
10
月
３
日
㈫
～
29

日
㈰
●
申
し
込
み
＝
新
里
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー(

☎
�
２
０
１
９)

シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど

▼
な
あ
ど
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

●
日
時
＝
10
月
22
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
●
内
容
＝
不
要
と
な
っ
た
日
用
品
や
雑
貨

な
ど
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
●
募
集
区
画
＝

15
区
画
（
１
区
画
約
２
・
５
㍍
四
方
）
●
出

店
料
＝
１
区
画
５
０
０
円
●
申
込
受
付
開
始

日
＝
10
月
４
日
㈬
午
前
10
時
●
場
所
・
申
し

込
み
＝
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど（
☎
�
３
１
０
０
）

浄
土
ヶ
浜
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ト
レ
イ
ン
＆
ト
レ
イ
ル
in
野
田
村

●
日
時
＝
10
月
15
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
※
荒
天
時
翌
週
順
延
●
集
合
場
所
＝
三
陸

鉄
道
陸
中
野
田
駅
●
内
容
＝
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
野
田
村
の
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
を
歩

く
●
定
員
＝
先
着
30
人
●
参
加
料
＝
無
料
●

申
し
込
み
方
法
＝
電
話
ま
た
は
申

込
フ
ォ
ー
ム（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

●
申
込
受
付
開
始
日
＝
10
月
１
日

㈰
●
申
し
込
み
＝
浄
土
ヶ
浜
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
１
６
９
０
）

宮
古
市
体
育
協
会

▼
シ
ー
ア
リ
ー
ナ
体
育
ま
つ
り

●
日
時
＝
10
月
９
日
㈪
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
●
内
容
＝
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
体
力

テ
ス
ト
（
20
歳
以
上
79
歳
以
下
対
象
）、
ヨ

ガ
体
験
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
無
料
開
放

●
参
加
費
＝
無
料
●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝

市
民
総
合
体
育
館
（
☎
�
６
０
０
０
）

開
催
・
募
集
な
ど

▼
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
ガ
イ
ド
と
ま
ち
歩
き

●
日
時
＝
10
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
●
集
合
場
所
＝
宮
古
駅
前
●
内
容
＝
①
三

鉄
に
乗
っ
て
田
老
の
ま
ち
へ
②
宮
古
の
ま

ち
歩
き
へ
※
申
込
時
に
①
②
ど
ち
ら
か
を

選
択
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
●
定

員
＝
各
コ
ー
ス
先
着
10
人
●
参
加
料
＝
無

料
（
実
費
負
担
あ
り
）
●
申
し
込
み
方
法
＝

メ
ー
ル
、
申
込
フ
ォ
ー
ム
（
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
●
申
込
期
限
＝
10

月
10
日
㈫
●
問
い
合
わ
せ
＝
三
陸

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
・
阿
部
（
☎
�

１
２
３
０
、
Ci

nfo@s
anr

iku-g
eo.

com

）

▼
第
37
回
新
里
ま
つ
り

●
日
時
＝
10
月
15
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分
●
場
所
＝
新
里
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
特
設
会
場
●
内
容
＝
新
鮮

な
野
菜
や
地
域
特
産
品
の
格
安
販
売
、
タ
イ

ム
サ
ー
ビ
ス
、
釣
り
堀
、
郷
土
芸
能
、
歌

謡
シ
ョ
ー
、
大
抽
選
会
な
ど
●
問
い
合
わ

せ
＝
新
里
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
新
里
総

合
事
務
所
内
、
☎
�
２
１
１
１
）

▼
あ
お
ぞ
ら
マ
ル
シ
ェ

●
日
時
＝
10
月
22
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
●
場
所
＝
合
同
会
社
Ｓ
Ｋ
Ｃ
敷
地
内

《
出
店
者
募
集
》
●
定
員
＝
先
着
20
店
（
１

店
舗
３
㍍
四
方
）
●
出
店
料
＝
【
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
】
５
０
０
円
【
飲
食
・
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
な
ど
】
千
円
●
申
込
期
限
＝
10
月

10
日
㈫
●
申
し
込
み
＝
同
運
営
実
行
委
員

会
（
☎
０
８
０
・
１
８
２
２
・
８
９
３
５
）

▼
み
ん
な
の
上
映
会
を
つ
く
ろ
う

●
日
時
＝
10
月
６
日
㈮
午
後
７
時
か
ら
●

場
所
＝
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１
●

参
加
料
＝
無
料
●
申
し
込
み
＝
み
や
こ
映

画
生
協
（
☎
�
５
５
８
８
）

※
記
事
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
企
画
課
広
報
係
（
☎
�
９
０
６
５
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

広
報
11
月
１
日
号
の
原
稿
締
め
切
り
は
10
月
５
日
㈭
で
す

●会員募集の記事について、４月15日号からは掲載しないこととなりました。ご了承ください
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小笠原保子　　　　（79）大通三丁目

佐々木登喜子　　　（74）熊野町

山内清正　　　　　（84）西町二丁目

佐々木清治　　　　（63）川井

中野　昇　　　　　（84）蟇目

八木スヅエ　　　　（96）川井

川原　裕　　　　　（89）刈屋

千葉武之助　　　　（93）磯鶏三丁目

阿部松雄　　　　　（86）長根四丁目

佐々木幸広　　　　（60）近内四丁目

小林トシコ　　　　（81）磯鶏沖

盛合六郎　　　　　（93）鍬ヶ崎下町

坂下由勝　　　　　（83）緑ヶ丘

刀澤チエ　　　　　（86）近内三丁目

竹原恒子　　　　　（79）宮園

佐々木安子　　（90）和見町

田中スワ　　　（97）田老三王二丁目

畠山まさ子　　（74）長根三丁目

工藤健一　　　（91）崎山一

田代チヱ　　　（89）下在家

佐々木和子　　（62）新町下

9/1〜9/12（届け出順・敬称略）

○生まれた赤ちゃん○

佐々木風波（ふうな）　　山口三丁目（裕輔）

上部蒼羽（あおば）　　　　山口四丁目（宏和）

舩越菜々華（ななか）　　金浜１　  （宏太）

立花瑠夏（るか）　　　　　近内六丁目（秀人）

井上景梧（けいご）　　　　磯鶏三丁目（泰輔）

小野寺旦晃（あさひ）　　小沢二丁目（夏葵）

中嶋琉翔（るか）　　　　　近内五丁目（佑哉）

上花輪芽依（めい）　　　近内五丁目（優太）

※婚姻、離婚、養子縁組など、戸籍

の届け出のときは、本人確認のため

身分証明書の提示をお願いします

※届け出の際、広報への掲載を希望

した場合に載せています

※住所については、行政区または土

地の名称で記載しています

宮古市内の交通事故・犯罪件数

（８月１日〜31日）

■交通事故件数　▷人身事故＝３件▷死亡者＝０人
▷負傷者＝４人▷物損事故＝79件
※みんなで飲酒運転をしない、させない、許さない
環境を作りましょう
■犯罪件数
▷侵入盗＝３件▷自転車盗＝０件
▷万引き＝１件▷車上狙い＝０件
▷振り込め詐欺＝通報７件（被害０件）
▷もうけ話の詐欺＝通報３件（被害０件）
▷子どもへの声かけ事案など＝１件
※消費者金融と契約させて高額な初期費用やサポー
ト料金を支払わせる副業サイトに気を付けましょう
■問い合わせ　宮古警察署（☎64-0110）

■亡くなった方■

国道340号宮古岩泉間整備促進住民総決起大会
� 市建設課

　事業着手区間の早期完成と未改良区間の早期事業

化の必要性をアピールするため、住民総決起大会を

行います。

■日時　10月21日㈯午前10時～11時

■場所　新里トレーニングセンター

■問い合わせ　国道340号宮古岩泉間整備促進期成同

盟会（市建設課内、☎68-9102）

上下水道料金の適格請求書（インボイス）発行方法
� 市経営課

■「使用水量・料金等のお知らせ」（検

針票）がインボイス制度に対応

　10月分（９月使用分）から検針票に消

費税適用税率、消費税額および登録番

号を記載します。

　仕入税額控除の適用を希望される事

業者は、この検針票を保存してご使用

ください。

　なお、納入通知書（納付書）はイン

ボイス制度に対応していません。

■問い合わせ　市上下水道部経営課（☎

63-1115）

不動産に関する無料電話相談会
� 岩手県不動産鑑定士協会

■日時　10月13日㈮午前９時～正午、午後１時～４時

■電話番号　【午前９時～正午】①新沼不動産鑑定

事務所（☎019-613-9292）②五島不動産鑑定事務

所（☎019-601-6252）③古水不動産鑑定事務所（☎

0192-47-3192）【午後１時～４時】①大下不動産鑑定・

コンサルティング㈱（☎019-621-2421）②㈲国土鑑定

研究所（☎019-601-6600）③服部不動産鑑定㈱（☎

019-658-8271）

■内容　不動産に関すること（税関連以外）

■その他　事前予約は不要です。通話料は、相談者

の負担となります。

■問い合わせ　岩手県不動産鑑定士協会（☎019-

604-3070）

第６回『宮古地域水産シンポジウム』
� 国立研究開発法人水産研究・教育機構

　海洋環境の変化による水産資源・増養殖への影響

や地域水産業の活性化などについて、研究発表と意

見交換を行います。

■日時　10月19日㈭午後１時～５時

■場所　シートピアなあど２階研修ホール

■講演内容　①陸上養殖による新対象種への挑戦②海

洋酸性化のウニ初期発生への影響③サケ資源の状況と

回復への取り組み④宮古日出島からホタテとともに幸せを

届ける⑤漁業就業者対策・地域活性化の取り組み など

■参加料　無料

■問い合わせ　国立研究開発法人水産研究・教育機

構宮古庁舎（☎63-8121）

JR山田線が運休します
� ＪＲ東日本

　ＪＲ山田線は、路線の昼間集中工事のため、次の

期間、一部の列車を運休します。詳しくは、

ＪＲ東日本ホームページ（右記ＱＲコード）

をご覧ください。

■実施期間　10月３日㈫～６日㈮、10月11日㈬～13日㈮

■問い合わせ　ＪＲ東日本お問い合わせセンター（☎

050-2016-1600）

佐々木　健・田中陽菜＝愛宕二丁目

♡結婚したお二人♡



●宮 古 市 役 所  ☎62-2111
　（宮町一丁目１の30、イーストピアみやこ内）
●田老総合事務所   ☎87-2111
●新里総合事務所   ☎72-2111
●川井総合事務所   ☎76-2111
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お知 らせ
人口と世帯
  ※９月１日現在
　※（）内は前月との比較

人　口 男 女 世　帯

47,108人 22,608人 24,500人 22,766

（-63） （-33） （-30） （-3）

人口のうごき
　※８月１日〜31日

出　生 死　亡 転　入 転　出

17人 82人 68人 66人

〔広告〕

水道メーターの取り換え作業を行います
� 市上下水道部施設課

　有効期限８年に合わせて水道メーターの交換を行

います。メーターボックス周辺を整理願います。

■作業期間　10月10日㈫〜20日㈮

■対象地区　重茂、音部、白浜、茂市、刈屋、蟇目、

腹帯、和井内、川井、川内、鈴久名、箱石、片巣、小国、

江繫、夏屋、区界 ほか

■問い合わせ　市上下水道部施設課給排水普及係

（☎63-1198）

― 清潔で住みよいまちに ― 秋の大掃除を実施
� 市生活課

　10月14日㈯～ 20日㈮は秋の大掃除の期間です。町

内会・自治会での側溝清掃やごみ拾いなどの作業は

協力して行いましょう。

■側溝清掃　10月20日㈮までに完了させてください。

土砂などの堆積物は袋の半分程度を目安に、必ず土

のう袋に入れ、ごみの集積場所から離して置いてく

ださい。業者が10月24日㈫と25日㈬に収集します。

■側溝堆積物以外のごみの分別　しっかりと分別し

宮古地域の粗大ごみ収集10月の対象地区
� 市生活課

■収集日と対象地区

▷26日㈭＝西ヶ丘、長根、太田、近内、岩船

▷27日㈮＝千徳町、板屋、神田沢町、上鼻、根市、花

原市、花輪、田鎖、松山、老木、長沢、藤原、小山田

▷30日㈪＝宮町、長町、光岸地、鍬ヶ崎、日影町、熊野町、

蛸の浜町、港町、山根町、日立浜町、佐原、臨港通

▷31日㈫＝南町、築地、愛宕、中里団地、日の出町、

崎山、崎鍬ヶ崎、田代

■注意事項　①収集地区をよく確認し申し込んでく

ださい②１軒の申し込みにつき３点以内。戸別に収

集しますので、集積場には置かないでください③粗

大ごみの寸法を聞き取りますので、事前にご確認し

連絡願います④収集できない粗大ごみもあります。

申し込みの際、問い合わせてください

■申込期限　10月10日㈫

■申し込み　市生活課きれいなまち推進室（☎64-6488）

て、それぞれの指定袋に入れて下さい。

■ごみの運搬　草刈り、ごみ拾いなどで出たごみに

ついては、事前に市生活課きれいなまち推進室（☎

64-6488）に連絡してください。

■消火栓の水の使用　事前に宮古消防署（☎

62-5533）の許可を受けてください。

■事故に注意　草刈時の飛び石や、グレーチングな

どを持ち上げる時など十分注意し、もしものために

ボランティア活動保険などに加入しましょう。

■問い合わせ　市生活課生活安全係（☎68-9109）

市民文化会館指定管理者（５年間）を募集
� 市文化課

■指定管理期間　令和６年４月１日～令和11年３月31日

■応募資格　法人その他の団体

■応募期限　10月31日㈫午後５時

※10月17日㈫午後２時から崎山公民館で説明会を行

います。事前申込の上参加してください

■応募方法　必要書類を作成し応募先へ持参

※募集要項は、10月９日㈪から31日㈫まで市文化課

で配布します。市ホームページからのダウンロードも

10月９日から可能になります

■応募先　市文化課文化係（〒027-0097崎山第１地

割16番地１、☎65-7526）

2023年アメリカ・ハワイ火災救援金を募集
� 市生活課

　日本赤十字社岩手県支部宮古市地区では、アメリ

カ合衆国ハワイ州マウイ島において発生した火災に

より被災された人々を支援するため、次のとおり救

援金を募っています。

■募集期限　10月31日㈫

■受け付け方法　下記の場所に募金箱を設置

①市役所本庁舎１階総合窓口課②田老・新里・川井

の各総合事務所③各出張所

■日本赤十字社に直接送金する場合　

日本赤十字社ホームページ（右記ＱＲコー

ド）を確認願います。

■問い合わせ　日本赤十字社岩手県支部宮古市地区

事務局（市生活課生活安全係内、☎68-9109）



　　

　秋の夜長の季節ですね。大分過ごし

やすくなりました。皆さん元気に過ご

されていますか？

　さて、みやこハーバーラジオでは10月から

新コーナーを創設！現在、夕方の生放送ラジ

オサンセット内で、午後６時30分からお送り

している日替わりコーナー。その月曜日枠で、

パーソナリティがさまざまな趣味について語

る「趣
し ゅ み じ ん

味人」がスタートします！

　例えば、箱石パーソナリティは、熱中する

と時間を忘れて読み込む「マンガ」について、

高畑パーソナリティは、学生時代に専攻し、

今も休日には博物館に通うほど好きな「考古

学」について、熱く語ります！

　その他、時間を変更したコーナーもありま

すので、みやこハーバーラジオのホームぺー

ジをチェックしていただけると嬉しいです。

　自分の時間が増えるこの季節、ラジオを聞

いて新たな趣味を始めてみるのも良いのでは

ないでしょうか。

　みやこハーバーラジオと共に、素敵な秋の

夜をお楽しみください！

ススタタジジ オオ かからら

●「みやこハーバーラジオ」放送中！

　FMラジオ【82.6MHz】

●インターネットの「リスラジ（ListenRadio)」

（Ahttp://listenradio.jp)や「サイマルラジオ」

（Asimulradio.info/)でもお聴きいただけます。

　スマートフォンでは、無料アプリ「リスラジ

（ListenRadio)をダウンロードし聴くことができます。

※川井地域は川井テレビ（11ch）で放送中です

●X（旧Twitter）アカウント「@miyakofm」

●Instagramアカウント「miyako_harbor_radio」

●お便り・ファクス・メールお待ちしています

　〒027−0076 宮古市栄町４番地 三陸鉄道本社１階

　みやこハーバーラジオ宛て

　℻77−3936　　C826@miyakofm.com

■問い合わせ　宮古エフエム放送（☎77−3399）
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俳
句
に
親
し
む

◆次の季題「栗
く り ご は ん

ご飯」「秋
あき

高
たか

し」※10月５日㈭必着
◆応募は一人３句までです。◆いただいた句を添削することが
あります。◆はがきまたは封書で、句のほかに住所、氏名、ふ
りがな、電話番号を書いて、〒027−8501（住所不要）宮古市役
所「広報みやこ」係へ応募してください。◆今回の投稿者は26
人でした。ありがとうございました。

季
題
「
台
風
」「
鰯

い
わ
し
ぐ
も雲
」

さ
い
と
う
白
沙　

選

【
特
選
】

台
風
の
逸
れ
て
ゆ
き
た
る
夜
明
か
な

大
越
貞
子

　
　
　
　
評
＝
ま
ん
じ
り
と
も
せ
ず
夜

　
　
　
　
　
　

を
明
か
し
、
台
風
が
逸

　
　
　
　
　
　

れ
た
時
の
安
堵
感
が
共

　
　
　
　
　
　

感
を
呼
ぶ
。

鰯
雲
ぼ
う
と
眺
め
る
水
平
線

佐
々
木
る
み
子

　
　
　
　
評
＝
高
い
空
に
水
平
線
ま
で
広

　
　
　
　
　
　

が
る
鰯
雲
。
そ
の
光
景
を

　
　
　
　
　
　

無
心
に
眺
め
て
い
る
姿
が

　
　
　
　
　
　

目
に
浮
か
ぶ
。

【
入
選
】

台
風
よ
来
る
な
ら
爪
を
切
っ
て
来
よ

阿
部
　
稔

鰯
雲
明
日
も
天
気
の
兆
し
か
な

加
藤
信
子

球
児
ら
へ
送
る
声
援
い
わ
し
雲

坂
下
安
紀

大
漁
の
予
感
的
中
い
わ
し
雲

島
香
　
良

台
風
や
負
け
じ
と
届
く
愛
読
紙

長
澤
智
子

穏
や
か
に
台
風
の
去
り
笑
み
こ
ぼ
る

長
洞
良
枝

鰯
雲
仰
ぎ
て
石
に
蹴
躓
く松

崎
光
子

台
風
の
爪
跡
残
り
七
回
忌山

崎
峯
子

【選者より】○歳時記は作句の手引書。原則として、季語は一句に一つ。

○小中高生の作品歓迎。年齢、住所、氏名、電話番号を書いてください。

◇選者詠「気付かれぬことの安らぎ草の花　白沙」皆でおいしい豆銀糖を作りましょう！

　市民の皆さんが主役となり、宮古の郷

土料理や家庭料理、残したい味を見つけ

る企画です。

■日時　10月20日㈮午前10時〜正午

■内容　調理実習（豆銀糖など）、交流

■対象　市民

■定員　先着20人

■参加料　無料

■用意する物　エプロン

■申込期限　10月13日㈮

■申し込み方法　電話

■場所・申し込み　宮古保健センター（☎

64-0111）

宮古おいしさつながるプロジェクト

〜郷土料理を味わい、語ろう〜
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※
訓
練
の
様
子
は
、
15
㌻
「
ま
ち
の
話
題
」
で
も

　
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

市
長
の

市
長
の
ひ
と
り
言

ひ
と
り
言

　

今
年
度
の

宮
古
市
総
合

防
災
訓
練
は
、

８
月
27
日
に

花
輪
中
学
校

で
実
施
し
ま

し
た
。
花
輪

地
域
で
の
訓

練
は
、
平
成

24
年
度
以
来
、

11
年
ぶ
り
と

い
う
こ
と
で
、

地
元
の
自
主

防
災
組
織
や

町
内
会
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

８
月
中
旬
に
田
老
の
摂
待
地
区
で
発
生
し
た
大

雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
よ
う
に
、
最
近
は
台
風
や

豪
雨
に
よ
る
災
害
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

今
年
は
４
年
ぶ
り
に
、
水
防
工
法
訓
練
も
行
い
ま

し
た
。
土
の
う
の
作
成
や
積
み
上
げ
に
は
、
花
輪

中
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
を
、
行
政
・
地
域

の
皆
さ
ん
・
関
係
機
関
と
で
、
再
確
認
し
合
え
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
関
東
大
震
災
１
０
０
年
」
の
年
。
テ

レ
ビ
や
新
聞
の
報
道
を
見
て
思
う
の
は
、
時
代
や

生
活
環
境
は
変
わ
っ
て
も
、
防
災
の
大
切
さ
は
変

わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
市
民
一
人
一
人
が

防
災
意
識
を
し
っ
か
り
持
ち
、「
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
」
を
、
み
ん
な
で
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 訓練会場で指揮をとる山本市長

〔広告〕

ふるさと博物館

　今年は当館所蔵資料の「北上山地川井村の山村生産

用具コレクション（1,345点）」が国の重要有形民俗文

化財に指定されてから20周年、当館のボランティア会

である「小国分館友の会」が結成されてから10年目の

節目にあたります。このたびの企画展では、これまで

の活動のあゆみや、昔の生活文化につ

いての記録や調査内容を紹介します。

　展示では、樹皮を筒状にして容器を

作る技術、乾燥させたキノコを「蚊い

ぶし」（蚊除け）として利用する事例、

足の脛を保護するための「はばき」を

織る道具の特徴などについて、実物資

料とともに、研究者の解説を紹介しま

す。

　展示している資料は、現在ではほと

んど使うことがなく、珍しく感じると

思いますが、昔の暮らしにはなくてはならなかった道

具や技術ばかりです。地域の皆さんの協力を得ながら、

それらを記録して後世に伝えることは当館の大切な使

命です。昔はどんな道具が使われていたのかを知るこ

とができる企画展です。是非、見学にお越しください。

市教育委員会文化課　編

第26回企画展

「失われゆく道具や技術～活動
のあゆみと調査記録の報告～」
■期間　10月1日㈰～ 12月24日㈰の

開館日

■入館料　一般200円、学生150円、

高校生以下入館無料

■問い合わせ　北上山地民俗資料

館（☎76-2167）
「サルノコシカケ」を蚊除けに使う様子

北上山地民俗資料館の企画展紹介
第26回企画展「失われゆく道具や技術～活動のあゆみと調査記録の報告～」
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目の不自由な方に広報などのCD（デ

イジー）を無料で貸し出しています

（宮古音声訳の会☎兼℻72−2537）。

耳の不自由な方など記事への問い

合わせが電話だと難しい方は、市企

画課広報係へファクスまたはメー

ルで問い合わせてください。

【ファクスでの問い合わせ】

　℻63−9114

【メールでの問い合わせ】

　Cinfo@city.miyako.iwate.jp

ホームページ
https://www.city.

miyako.iwate.jp

LINE
https://line.me/R/
ti/p/%40120wrcws

駅前広場では、さまざまなステージイベントが開催
されました（写真は宮古小学校郷土伝承委員会）

　

９
月
16
日
・
17
日
、
第
37
回
み
や
こ
秋

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
駅
前
広
場
で
の
イ

ベ
ン
ト
や
手
踊
り
・
船
山
車
な
ど
が
行
わ

れ
、
大
勢
の
観
客
が
秋
ま
つ
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

16
日
に
家
族
と
訪
れ
た
藤
原
甚じ

ん

さ
ん

（
和
井
内
、
14
）
は
「
手
踊
り
は
、
踊
り

手
の
列
が
整
っ
て
い
て
と
て
も
き
れ
い

だ
っ
た
。
ま
た
、
音
楽
も
華
や
か
で
楽
し

い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
船
山
車
は
迫
力
が

す
ご
く
、
特
に
山
口
太
鼓
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
動
き
が
そ
ろ
っ
て
い
て
か
っ
こ
よ

か
っ
た
」
と
秋
ま
つ
り
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

みやこ秋まつりに華を添えた、まつり娘の皆さん多くの人がみやこ秋まつりを訪れました

16日の手踊りの様子。各団体の動きのそろった踊りに、観客からは大きな拍手が送られていました

息
の
合
っ
た
手
踊
り
・
大
迫
力
の
船
山
車
！

　
　
　
　
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露

◎

◎

▲▲

◎

◎

集

後

記

編

▼
本
号
で
は
、
公
共
交
通
に
関
す
る
特

集
を
掲
載
。
地
域
住
民
が
主
体
と
な
る

〝
共
助
型
交
通
〟
に
着
目
し
ま
す
。
本

市
の
公
共
交
通
利
用
者
は
減
少
し
、
存

続
の
危
機
で
す
。
公
共
交
通
に
と
っ
て

の
特
効
薬
は
〝
利
用
す
る
こ
と
〟
で
す
。

皆
さ
ん
も
本
特
集
を
き
っ
か
け
に
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。【
秀
】

▼
宮
古
市
に
移
住
し
て
き
て
、
４
ヶ
月

ほ
ど
経
ち
ま
し
た
。
市
内
あ
ち
こ
ち
を

食
べ
歩
く
の
は
楽
し
い
で
す
し
、
食
生

活
に
は
と
て
も
満
足
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
は
、
一
人
で
飲
み
屋
さ
ん
に
も
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
顔
を

覚
え
て
も
ら
う
に
は
10
回
く
ら
い
通
わ

な
い
と
ダ
メ
か
な
…
。　
　
　
　

 

【
和
】

▼
み
や
こ
秋
ま
つ
り
を
取
材
（
表
紙
・
目

次
・
上
記
参
照
）。「
宮
古
う
み
ね
こ
丸
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
出
会
っ
た
緑
色
の
ヒ
ー

ロ
ー
と
再
会
。
名
刺
を
頂
き
、
名
称
が
エ

タ
ー
ナ
ル
グ
リ
ー
ン
マ
ン
で
あ
る
と
知
り

ま
し
た
。
写
真
撮
影
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
な
ど

で
、
市
民
の
方
と
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
会
え
る
日
が
楽
し
み
で
す
！  

【
憲
】

令
和
５
年
10月

１
日

№
435

■
発
行
　
宮
古
市
　
　
　
■
編
集
　
企
画
部
企
画
課
　
　
　
■
印
刷
　
株
式
会
社
文
化
印
刷

〒
027 −8501岩

手
県
宮
古
市
宮
町
一
丁
目
１
番
30号

、
☎
0193 −62 −2111、

FAX0193 −63 −9114

フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク

http://www.facebook.
com/city.miyako

Ｘ
（
旧
ツ

イ
ッ
タ
ー
）

http://www.twitter.
com/miyako_city

マチイロ

(iOS) (Android)

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

https://www.instagram.
com/tokotonmiyako/
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